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「んっ……ぁあっ…許してっ…あんっ…だめっ…バイブ…強く……したら…だめだよぉっ」

　私はバイブをアソコに挿入されたまま、夕食の準備をしている。瑛斗と裕斗の間を動くたび、バイブが強く振動したり、弱くなったりを繰り返す。

　その原因は分かっている。瑛斗と裕斗がバイブのスイッチをお互いに取り合っては、バイブの振動を変えているからだ。

「きゃふ……っ」

　胎内に挿入されているバイブが、最強の強さで私の胎内を暴れまわる。その強烈な刺激に、私は手に持っていたフォークを落としてしまった。

「佳乃、めじゃないか。メイドが食事用のフォークを落とすなんてさ。ほら、ちゃんと拾わないとだめだぜ」

　瑛斗が私にフォークを拾うようにと言う。けれど、バイブの刺激で私はフォークを拾うことが出来ない。

「んんっ……フォークを拾うのなんて……今は…無理だよぉっ」

　テーブルに手を付いて、私はバイブがもたらす快感になんとか耐えようとしていた。

　すると……裕斗がメイド服の中に手を入れてきて、お尻を撫で上げてきた。バイブの刺激とお尻にイタズラしてくる手に私の下半身から力が抜けていきそうになる。

「裕斗……だめっ……そんな風に……お尻……触っちゃ…」

「どんなのがダメなの？　ちゃんと言葉にして僕に教えてよ」

　裕斗は楽しそうに笑みを浮かべながら、お尻を撫でていた手を下へとスルスルと移動させる。

「やあっ……だめっ……そこはっ……だめなのにいっ」

　裕斗の手が、バイブが挿入された秘口を円を描くようにして撫で上げてくる。

「あぁっ、あ……んんっ」

　もどかしいほどの快感に、私はなすすべなく裕斗が与える快感に溺れていく。

（ちゃんと……食事の用意をしないと…いけないのに…バイブが…動いて……手が震えちゃう……）

「おい、佳乃。裕斗のことばっかり気にしてる場合じゃないぞ。俺もいること忘れんなよ」

　瑛斗はそう言うと、私の胸を掴むと揉み上げてきた。

「ぁんっ……だめっ……二人とも……今は…だめだよっ……そんなんじゃ……食事の……用意が出来ないっ……ひゃああっ」

　こうして、瑛斗と裕斗は何かと理由をつけては、私の身体にエッチなことをしてくる。

　どうして私がメイドをしているのかというと、それには色々と事情がある。どこから話せばいいのかな……。

　そう、まずは、私がこのお屋敷に来ることになった出来事を初めに話すことにする。
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　私は三浦佳乃みうらよしの。20歳。都内にある聖愁せいしゅう大学に通う女子大生。

　女子大生と言えば響きはいいけれど、私は大学の生徒たちとはちょっと違う……。というのも、私は大学の奨学金で聖愁大学に入学した。

　いわゆる貧乏学生なのだ。だから、授業以外の時間はアルバイトをして大学で必要なお金を稼いでいる。

　お母さんは、私が10歳の時に他界してしまった。お母さんが亡くなってからはお父さんと二人で暮らしている。

　いつも仕事で忙しいお父さん。私は子供のころからお父さんの負担を少しでも減らせるように、掃除、料理、洗濯と家事全般を自分でこなしてきた。

　そのおかげで、今ではちょっとしたプロ並みのことは出来る。と言うのはおこがましかもしれないけど。家事は嫌いじゃない。

（大学を出たら、絶対に公務員になってお父さんに楽をさせてあげなきゃ）

　私の目標は公務員。とにかく堅実な仕事について生活を支えていこうと思っている。

　だから、私の生活で贅沢は禁止。お昼も必ずお弁当を持っていく。飲み物だって家からお茶を持ってきたり、水で我慢している。

　今日も親友の竹原紗耶香たけはらさやかと大学のカフェテリアでお昼を食べているけれど、紗耶香は学食のカルボナーラスパゲッティー。

　私は昨日の夕食のあまりもののお弁当。でも、残り物の食材には見えないようにしている。

（最近はテレビで色々と食材を豪華に見せるテクニックを披露する番組とかやってるから、本当に助かるなぁ）

　使えるものは何でも使う。それが、私のモットーになっている。

「すごいよね、佳乃。いつもちゃんとお弁当持ってきてさ。私なんて、料理は全部お母さん任せだよ」

　美味しそうにカルボナーラを食べている紗耶香が、私のお弁当を羨ましそうに見ている。

（これが、昨日の晩御飯の残り物だって知ったら紗耶香はどんな顔をするかな？）

「私だって、学食のランチを食べたいけど……贅沢は禁止だからね」

「そこも偉いよねぇ、佳乃。お父さん思いっていうの？　うちの大学の奨学金を受けられるなんて、そうとう優秀じゃないとダメだってみんなが言ってたよ」

「そうなんだ。まあ、私の場合は奨学金がなかったら、この大学にも進学してなかったけど」

「そうそう。うちのお母さんが、また佳乃にご飯を食べに来て欲しいって言ってたよ」

「ホント？　嬉しいなぁ」

　母親の手料理なんて、もうずっと食べていない。だから、紗耶香のお母さんの料理を食べられるのは私には嬉しいことなんだ。

「お母さん……私より佳乃の方を気に入ってるんだよね」

「そんなことないよ。でも、紗耶香もたまには手伝いとかした方がいいんじゃない？」

「う～ん。そうなんだけどねぇ。料理とか掃除ってあんまり好きじゃないんだよね」

「紗耶香……このままじゃ一人暮らし出来ないよ」

「え～っ！　いいよ、一人暮らしなんて面倒くさいから。結婚するまで私は実家にお世話になるわ」

「ダメダメだね、ホント」

　私と紗耶香がそんな話で盛り上がっていると――。

「なにが、ダメダメなんだ？」

　ふいに背後から声が聞こえてきた。振り返ると、幼馴染で同じ大学に通う早乙女瑛斗さおとめえいとと早乙女裕斗さおとめゆうとが学食のトレイを手に立っていた。

「佳乃。ここ、座ってもいいかな？」

　裕斗が聞いてきた。瑛斗は私が答える前にさっさと私たちの席に座ってしまっている。

「うん、いいよ。座って、座って」

「ありがとう。瑛斗、ちゃんと座っていいか聞いてからじゃないとダメだよ。女の子には男に聞かれたくない話だってあるんだから」

「なに言ってんだ！　四人席の二つが空いてるんだ。聞かなくても座れるだろ」

「そこは、礼儀としてだよ」

　そう言いながら、裕斗も席に着く。

　早乙女瑛斗。私と同じ20歳。スポーツ万能で身長は１８０ｃｍを超えている。少し焼けた肌が健康的で、夏が似合うと女生徒たちから人気がある。

　そして、もう一人は瑛斗と双子の裕斗。瑛斗とは正反対の少し線が細い感じがする。身長も同じくらいだけど、裕斗は秀才という感じ。

　しかも、二人とも超有名大企業、早乙女財閥の御曹司とくれば女子学生たちが放っておくわけがない。

　カフェにいた女の子たちが一斉に、私と紗耶香が座っている席に視線を向けけてくる。

（はぁ……。二人がいるとこうなっちゃうんだよね。だから、大学ではなるべく瑛斗と裕斗とは一緒にいないようにしていたのに）

　女子学生たちの痛いほどの視線を全身に感じながら、私はお弁当を食べようとした――。

「あっ！　ちょっと、二人ともまさかそのトレイに乗っているものって」

　私は瑛斗と裕斗がテーブルに置いたトレイに目が釘付けになった。二人は、私が食べたくても……食べられないランチを注文していたのだ。

「ああ、ローストビーフクラブサンド？　美味そうだから頼んでみたんだ」

　瑛斗がさらりと言った。

「僕はロースステーキを頼んでみた」

　そう言って、裕斗がこれまた自慢するようにトレイを私に見せた。

（こ、こいつらぁ～。私が卒業までに絶対に食べたいと思っているものをこうも簡単に頼んじゃって……金持ちめぇ～）

　瑛斗と裕斗が	頼んだものは大学の学食でも値段が高く、学生たちはよっぽどのことがないと頼まない。

　そんな学食のメニューをあっさりと頼んでしまう二人に、私は少しだけ嫉妬してしまった。

「おっ！　佳乃の弁当、からあげが入ってるじゃねえか。俺、佳乃が作った唐揚げ好きなんだよなぁ。クラブサンドと交換しねぇ？」

　瑛斗が私のお弁当に入っていた唐揚げを指さした。

「えっ？　いいの？　でも、ただの唐揚げだよ」

「いいって、いいって」

　ローストビーフクラブサンド一切れが、私のお弁当箱に乗せられる。そして、代わりに瑛斗が私のお弁当から唐揚げをつまんで、パクリと口に放り込む。

「ん～。うめぇ。しっかり味が付いてて、うめぇや」

　私は目の前に置かれたクラブサンドを見つめていた。すると――。

「僕も……佳乃のお弁当食べたいな。このステーキと交換しよう」

「ええっ！　ス、ステーキとお弁当のおかず？　それはちょっと……」

「ダメかな？　僕はほうれん草のお浸しでいいからさ」

　裕斗が私のお弁当にステーキを入れた。香ばしい香りが鼻をつく。

「ほうれん草だけじゃ申し訳ないよ。だし巻き玉子も食べていいから」

　私は裕斗のお皿にほうれん草のお浸しとだし巻き玉子を乗せる。

「ありがとう、佳乃」

　ニッコリと微笑んで裕斗は、美味しそうにだし巻き玉子とほうれん草を食べた。

　私も二人と交換したクラブサンドとステーキを味わって食べる。

（ああっ……なんて美味しいの。お肉が柔らかい。こんな美味しいお肉を食べたの……いつ以来だろう）

　お母さんが生きていた時は年に数回、焼き肉を食べに行ったことがあることを思い出す。

「ふふふ。本当に佳乃と早乙女ブラザーズは仲がいいんだね」

　私たちのやり取りを見ていた紗耶香が笑いながら見ている。

「そ、そうかな？　多分、子供のころから知ってるからじゃない？」

「でも、佳乃も大変だよね。こんなイケメン二人と幼馴染なんて。大学の女子を全員敵に回しているようなものよ」

「紗耶香、そんなこと言わないでよ」

「だって、仕方ないじゃない。早乙女ブラザーズを独占しているんだから」

「わ、私は別に独占しているつもりはないよ……。二人が勝手に……」

　今も身体中にチクチクと、女の子たちの視線が突き刺さってくるのを感じる。

　瑛斗も裕斗も、そんな私のことなんて気にする風もなく黙々とお昼を食べている。

「まあ、私には大輔君っていう、素敵な彼氏がいるからいいんだけどねぇ」

「いいなぁ。私も守ってくれる彼氏が欲しいなぁ」

　そう私がつぶやいた途端……瑛斗と裕斗の表情が険しくなった。

「なんだよ、佳乃。俺がいるじゃないか。他の男なんて必要ねぇだろ」

「僕だってそうだよ。もし、佳乃に告白する奴がいたら、僕が息の根を止めるからね」

　二人の顔は真剣そのものだった。だから、冗談でも彼氏が欲しいなんて言ってしまった自分に反省する。

「ち、ちょっと言ってみただけだよ。私は大学生活とお父さんの面倒を見るので手一杯で、彼氏なんてしばらくは無理だから」

「だから、彼氏なんていらねぇんだよ」

「そうだよ。僕だけでいいんだよ」

「あっ、こらっ！　裕斗。なんだよそれ、俺もいるの忘れんじゃねえよ」

「瑛斗。この間、ミスコンで優勝した女子に告白されてただろ？　あの子と付き合えばいいじゃないか」

「嫌だねっ！　男を飾りとしか思ってない女なんて願い下げだ」

「二人ともこんなところで喧嘩しないで。早くお昼食べないと、午後の授業始まっちゃうよ」

「あっ！　そうだった」

「教えてくれて、ありがとう。佳乃」

　私たちは時間ギリギリでお昼を済ませた。そして、午後の授業のため急いで教室に向かった。
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　バイトを終えた私は、自宅のアパート近くのスーパーで夕食の食材を買ってから家に帰ってきた。

「あれ？　部屋に電気が付いてない。お父さん、まだ帰ってきてないのかな」

　時間は午後七時を過ぎていた。いつもなら、仕事を終えたお父さんが帰ってきているはずだった。

　私は玄関のカギを開けて中に入る。キッチンとその奥に八畳の部屋がある。そして、その隣には六畳の部屋。

　木造の古いアパートで、家賃は周辺よりかなり安い。というもの、階段を昇ればギシギシと音がなるし、隣の夫婦が喧嘩する声は筒抜けだ。

　それでも、私とお父さんにとっては家賃が安いにこしたことはない。

　靴を脱ぎながらふと、居間の方を見ると――。

「……お父さん？」

　真っ暗な部屋の中で、お父さんがちゃぶ台の前で呆然としている姿が目に飛び込んできた。

　私は慌てて靴を放り投げると、居間の電気を付けた。

「お父さんっ！　どうしたの？　具合でも悪いの？」

「ああ……佳乃。帰ってきたのか？」

「帰ってきたのか、じゃないわよ。どうしたの？　電気も点けないで」

「……すまない。気づかなかった」

　そう言うと、お父さんはまた俯いてしまった。

　まるで幽霊みたいに黙り込んでしまったお父さん。なにかがおかしいと思った私は、お父さんの前に座った。

「お父さん。いったいどうしたの？」

「…………」

「お父さんっ！」

　顔を上げたお父さんは焦点の定まらない目で私の顔を見た。とても悲しそうな……苦悩しているような表情だった。

「……実は、佳乃に話しておかないといけないことがある」

「な、なに？」

「父さんな……田所さんの保証人になっていたんだ」

「えっ？」

　田所さんとはお父さんの仕事先の社長さんで、私が生まれる前から何かと面倒を見てもらっている人だ。

「その田所さんの会社が倒産して。この一ヶ月くらい田所さんと連絡が取れなくなった」

「そ、そんな……。それじゃ、もしかして……」

「ああ。田所さんの借金を……お父さんが引き受けることになった」

「うそ……でしょ。それで、幾らくらいなの？　その借金」

「……五千万だ」

　私はお父さんが口にした金額があまりにも大きすぎて、言葉を無くしてしまった。

　うちは生活がギリギリなのに、どうやって五千万円もの大金を返せばいいんだろう。

「本当にすまない。お前には苦労ばかりかけているのに」

「そ、そんなことはどうでもいいよ。それより、どうするの？　そんなお金うちにはないでしょ」

「ああ。とにかく、父さんは明日から知り合いを回ってお金を貸してもらえるか、聞いてみようと思う」

「……私に何か手伝えることはある？」

「いや……。佳乃は心配しなくていい。お前は心配しないで大学の勉強を頑張ればいいんだ」

「そ、そんなこと言われても……」

「大丈夫だ。父さん、頑張るから」

　お父さんはそう言って、私に心配をかけないように笑っていた。それでも私は、自分に何かできないか考えた。

　それからというもの、お父さんは時間を作って色々な人たちに会っては、なんとかお金を工面しようとしていた。

　でも、五千万なんてお金をそう簡単に貸してくれる人なんているはずがない。

　日に日に、お父さんが疲労していくのが分かった。

「はぁ……どうしたらいいんだろう」

　大学の授業も集中出来ない。私でもお父さんに力になれることを色々と考えてみたけれど……何も思い浮かばなかった。

　お昼休み……中庭にあるベンチで空を見上げてはため息をついていると……。

「佳乃、どうした？　最近元気ないじゃないか？」

「あっ、瑛斗。なんでもないよ」

「なんでもないわけないだろ？　お昼もろくに食べてないようだけど。どこか身体の調子が悪いの？」

「裕斗……」

　瑛斗と裕斗の顔を見た途端、私は自分でも気づかずに涙を流していた。

「お、おいっ！　佳乃、どうした？　なんで泣いてるんだ？」

「えっ？」

　私は頬に手を当ててみた。確かに、涙が頬を伝って流れている。

「悩み事があるなら、僕たちに相談して。佳乃のためなら、どんなことでも力になるから」

「そうだぜ」

　瑛斗裕斗の言葉は、今の私にとってはとても嬉しかった。お父さんはこの一ヶ月ほとんど家にいないから、私はつい良くないことを考えてしまっていた。

「あのね……。お父さんが保証人になって、借金を背負っちゃったの」

「マジか？　それで誰の保証人になったんだ？」

「うん……会社の社長の田所さん…。でも、一か月前から連絡が取れなくなったって」

「それって、三浦のおじさんが騙されたってことかな？」

　裕斗の言葉がズシリと胸に突き刺さる。そうなんだ。きっとお父さんは騙されたんだ。

「……そう、なるのかな」

「なんだよそれっ！　腹立つじゃねぇか。それで親父さんはいま何してんだ？」

　瑛斗が怒りを露わにした。感情を隠さずに出す瑛斗が羨ましく思えた。

「えっと……知り合いを色々と回って、お金を工面してるところ」

　私の言葉に裕斗の表情が曇る。

「その田所って人が借りたお金は幾らくらい？　金額によっては、お金を工面するの厳しいんじゃないかな」

　裕斗はいつも先まで考えているからすごい。確かにその通りなんだ。

「……そうだね。お父さんにとっては大きすぎる金額だと思う」

「だから、その借金は幾らだ。それ、俺たちに教えろ」

　グイッと瑛斗が顔を近づけてくる。その迫力に気圧されて、私はお父さんが背負わされた借金の額を教えてしまった。

「……五千万……だって」

　私の言葉に、瑛斗と裕斗が顔を見合わせる。

「大きい額だね。三浦のおじさんの知り合いで、そんな大きな金額を貸してくれそうな人いるの？」

「……分からない。お父さん、私には何も話してくれないから」

「よしっ！　今日、俺が家に行って親父さんと話をつけてやる」

「だ、ダメだよっ！　お父さん、かなり参ってるから」

「僕たち、いつでも佳乃のためなら力になるよ」

　裕斗が私の頭に手を乗せて、ポンッと優しく撫でてくれた。

「……ありがとう。でも、大丈夫。今日にはお父さん帰ってくると思うから、ちゃんと話をする」

「分かった。だけど、手に負えなくなったら俺たちに連絡しろよ」

「うん。瑛斗……ありがとう」

　瑛斗に裕斗……。たとえ幼馴染でもこればっかりは頼ることなんて出来ない。

（私が暗い顔をしていたら二人が心配する。大学ではいつも通りにしてなきゃ）

「そうだ、佳乃。お昼まだでしょ？　これ、食べていいよ」

　裕斗が私の手にサンドイッチを渡してくれた。

「えっ？　でも……」

「いいから、食えっ！　お前、自分では気付いてないだろうけど。かなり顔色が悪いぞ」

「そ、そうなんだ……気が付かなかった」

「まったく、見てらんねぇぜ」

　瑛斗は口はちょっと悪いけど、本当はとても優しいことを私は知っている。裕斗もそうだ。他人には関心のないふりをしているだけで、本当はその人のことをとてもよく観察している。

「ありがとう……それじゃ、遠慮なくもらうね」

　私は裕斗からもらったサンドイッチを有難くいただくことにした。そして、ちゃんとこれからのことについてお父さんと話をしなきゃと改めて思った。










　アパートに帰ってきた私は、二階の角部屋である自分の部屋を見上げた。

「やっぱり、明かりは付いてないかぁ……。お父さん、今日もまだ帰ってきてないのか……はぁ」

　つい、ため息をついてしまう。こんなことじゃいけないと自分に言い聞かせて、ギシギシと不安定な音を立てる階段を上がって部屋へ向かう。

　玄関のドアを開けて部屋に入る。居間の電気を付けると……ちゃぶ台の上に手紙が置いてあった。

「これ……お父さんの字？」

　封筒を手に取って中身を取り出す。そこには一枚の便せんが入っていた。

『佳乃。すまない』

　一行、それだけが書いてあった。私は愕然として手紙を落としてしまった。

（うそ…。どういうこと？　お父さん……すまないって…なにこれ？）

　頭が真っ白になって何も考えられない。しばらく呆然と立ち尽くしていると……。

　ドンドンッと玄関のドアを激しく叩く音で、私は我に返った。

「おいっ！　三浦さんよぉ～。もう返済日は過ぎてるんだぜっ。さっさと借りた金を返せっ」

「部屋にいるんだろっ！　出てこいって言ってるんだよぉ」

　ゴンッと外にいる人がドアを蹴った。言葉遣いから、到底普通の人とは思えない。

（どうしよう……どうしたらいいの？　お父さんは……もう、ここには帰ってこない。けど、廊下にいる人はそんなこと知らない）

　ドンドンッと激しくドアを何度も蹴られ、私は怖くて部屋の隅で息を殺して小さくなることしかできなかった。

（もし、廊下にいる人たちがドアを壊して部屋に入ってきたら……どうしよう）

　怖くて、でもお父さんはいなくて……私はバッグから携帯を取り出すと、瑛斗と裕斗にメールを送った。

『助けて。アパートのドアの前に借金の取り立てに来た人たちがいるみたい。ドアを壊して部屋の中に入ってきそう』

　そうメールして、ジッと大人しくしていた。10分も経たないうちに階段を慌てて駆け上がってくる二つの足音が聞こえた。そして――。

「てめぇらっ！　こんなところで何してやがるっ！」

　初めに瑛斗の声が聞こえた。それから……。

「こういう取り立て行為は法律で禁止されているはずだ。これ以上、脅迫めいたことをするなら、警察を呼びますよ」

　裕斗が男たちに向かってそう言い放つ声が聞こえた。男たちは瑛斗と裕斗に悪態をつくと私の部屋のドアを離れ、乱暴な足取りで階段を降りて行った。

「佳乃！　大丈夫か？」

「佳乃。もう、あいつらはいないよ。僕と瑛斗だけだ。ドアを開けて」

　二人の声だけが聞こえてきた。私は震える足に力を込めて玄関まで行くと、ドアを開けた。

「……あ、ありがとう。瑛斗……裕斗……」

　震える声でやっとそれだけ言えた。すると、瑛斗と裕斗は同時に私をギュッと抱きしめてきた。

　瑛斗と裕斗の大きな腕とぬくもりを感じて、私は涙を流して泣いていた。

「うっ……ううっ……こ、怖かったっ！　あの人たちが……ドアを破って……部屋に……入ってくると……思った」

「大丈夫だよ。あいつらなんかには、絶対に佳乃を傷付けさせたりしないから」

　裕斗が涙で濡れた頬をぬぐってくれる。

「もし、またあいつらが来たら、俺がぶッ飛ばしてやるから。安心しろ」

　瑛斗が優しく頭を撫でる。

「ひくっ……あ、ありがと」

　まだ涙が止まらない私は、恥ずかしいほどの鼻声で二人にお礼を言った。
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「それより、三浦のおじさんはどうしたの？　こんな時に、佳乃を一人にしておくなんて」

「それが……お父さんは……」

　私はお父さんが残した手紙を瑛斗に渡した。その手紙を読んだとたん、瑛斗は怒りに震えはじめていた。

「なんだよ、これはっ！　すまないって、それだけかよっ！　全部、佳乃に押し付けて、自分は逃げたのか？」

「あの男たち、三浦のおじさんが消えたってことは知ってるの？」

　裕斗の質問に私は首を振った。

「たぶん……知らないと思う。私も家に戻ったらこの手紙が置いてあるだけだったから」

「裕斗！」

「ああ、そうだね。瑛斗」

「なに？　二人とも」

「佳乃。簡単でいいから、今すぐ荷物をまとめて。それから、僕たちと一緒に行こう」

「どこへ？」

「何言ってんだ。俺たちの家に決まってんだろが。こんな危ねぇところに、佳乃一人残して帰れるかっ」

「で、でも……」

「嫌だなんて言わせないよ。また、あいつらが戻ってきて、今度こそ佳乃を傷付けるかもしれないし」

「裕斗……」

「まっ、心配するな。オヤジに話をすれば、ソッコーでなんとかしてくれんだろ」

「そ、そんな……早乙女のおじさんに迷惑かけられないよ」

「気にしなくていいんじゃないかな。父さん、佳乃のこと可愛い娘だと思ってるみたいだから」

「そ、そんな……」

「ほら、もたもたしてると、俺が適当に準備するぞ」

「……わ、分かった。ちょっと待ってて」

　私は教科書と一番お気に入りの服を数点と下着をキャリーバッグに詰める。そして、瑛斗と裕斗に守られながらアパートの少し先に停車していた早乙女家の車に乗り込んだ。

　車は静かにアパートを後にして走り出した。










　それからのことは、とんとん拍子に進んだ。瑛斗と裕斗のお父さん、早乙女健一郎おじさんに、お父さんの借金のこと、家を出て行方不明になってしまったことを話した。健一郎おじさんは――。

「そういうことなら、その借金に関しては私が立て替えておこう。返済についても秘書の倉本にすべて手続きさせておくから」

「ありがとうございます」

「なに。佳乃君のお母さんには息子たちが色々と世話になったからね。これくらい、何でもない」

「私、大学を辞めて働きますから」

「大学は辞めなくててもいい。佳乃君は奨学金をもらっているそうだね。そんな優秀な生徒を失ったら大学側も大きな損失だろう」

「でも、お金を借りたまま、大学なんて行けません」

「だったら、こういうのはどうかな？　今のバイトはすべてやめて、早乙女家のメイドとして働くというのは」

「えっ？　私がこの家で働くんですか？」

「そうだ。ずっとここで仕事をしていた家政婦の滝さんが最近辞めてしまってね。代わりを探そうと思っていたところなんだ」

「私で……いいんですか？」

「こちらとしても、身元調査をしてなくてすむ。それに、佳乃君は家事が得意だと、瑛斗と裕斗から聞いている」

「と、得意というか……好きです」

「だったら、問題ない。それに、もうアパートには戻れないだろうからね」

「どういう……ことですか？」

「どうやら、君のお父さんは半年以上も家賃を滞納していたようだ。その家賃もすべて払っておいた」

　お父さんは私にいっぱい隠し事をしていたようだった。まさか、家賃をずっと滞納していたなんて。

「健一郎おじさんには、本当にご迷惑をかけてすみません」

　私は健一郎おじさんに深々と頭を下げた。

「だから、そういうことはしなくてもいい。大学とメイドの仕事の両立は大変だろうが、頑張りなさい」

「はい。ありがとうございます」

　帰る場所もなくなってしまった私は、早乙女家のメイドとして働くことになった。
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　早乙女家にメイドとして住み込み始めて一ヶ月が過ぎようとしていた。

　私の他に働いているメイドやシェフ、そして執事の遠野さんがとてもよくしてくれている。

　西洋風の三階建ての建物。庭は広く、テレビで見たことのある豪邸そのものだった。

　子供の頃、何度か遊びに来た記憶はあったけれど、こんなに広いお屋敷だったなんて思いもしなかった。

　私はメイドといっても、主に瑛斗と裕斗の担当になっていた。二人の部屋の掃除をしたり、食事の用意をしたり。

　二人の部屋の掃除だけというわけではない。お屋敷の掃除は、他のメイド仲間と分担してやっている。

　けど、早乙女家で働いている私は一つ……あることで悩んでいた。

　大学の授業が午前中で終わってお屋敷に帰ると、私は早速今日の担当である階段や廊下の掃除を始めた。

「佳乃。ただいまっ！」「きゃあっ！」

　瑛斗の手が私のお尻に触れたかと思うと、徐々に手が下に移動し、長い指先が下着の上からサワサワと私の中心を刺激してきた。

　中心を軽く刺激され、私の腰がびくんと大きく震える。

「瑛斗っ！　いきなりお尻を触らないでよっ」

「いいじゃないか。佳乃の可愛いお尻を見たら我慢できなかったんだ」

「だ、だからっていきなりお尻を触っちゃダメでしょ。他の人に見られたら……」

「スキンシップだよ。減るもんじゃないし。いいだろ」

「減りますっ！」

「屋敷で働き始めてから、佳乃は俺に冷たいよなぁ」

「つ、冷たくなんてないよ。でも、私は雇われている身だし、ちゃんとしないとみんなに申し訳ないでしょ」

「気にすることなんてねぇよ。みんな、佳乃のことは分かってるんだし」

「だから、余計にちゃんとしないといけないの」

「なにが、ちゃんとしないといけないのかな？」

　背後で声がして、私が振り返ろうとしたら――。

「ただいま。佳乃」

　振り返ろうとした私の頬に、裕斗がキスをしてきた。

「ゆ、裕斗……！　なにするの？」

「なにって？　ただいまのキス。佳乃の頬、柔らかいね」

「もう……裕斗までいきなりヘンなことしないでよ！」

「何を怒ってるの？　僕は嬉しいからキスしてるんだ。家に帰ると佳乃がいるんだから」

「てめっ……裕斗。勝手に佳乃の頬にキスなんてするんじゃねぇ。俺だってまだしてねぇのに」

「でも、瑛斗は佳乃のお尻を触ってたろ？　この可愛いお尻を僕より先に触ったんだ、許せないなぁ」

「やっ……やだっ…裕斗…なにしてるのっ！　スカートの中に手を入れちゃ……だめぇっ」

　裕斗が私の腰に腕を回し動きを制限し、スカートの中に手を入れてきて直接お尻を撫で上げてくる。

　じれったいような、痺れるような疼きが身体の奥から湧き上がってくる。

「なんだよ、佳乃のお尻を裕斗が独占か？　だったら俺は、この柔らかそうな耳たぶをいただこうかな」

　そう言うと、瑛斗は私の耳たぶを舌でねっとりと舐め上げてきた。

「んっ……くっんんっ…だめえっ…こんなところで……イタズラしないでっ……」

　瑛斗は私の言葉なんて無視して、耳たぶを口に含むと舌で転がしたり、軽く噛んだりしてきた。

（はあっ……だめぇっ……耳は弱いのにっ……んっ…ああんっ…声が…出そうになる…。我慢しなきゃ）

　熱い吐息が口から漏れそうになるのを必死で堪える。耳を瑛斗に舌で舐め上げられ、お尻を裕斗に弄られ、私の身体は甘い衝撃に震える。

「も、もう……いい加減にしてっ！」

　私はなんとか瑛斗と裕斗の腕から逃れた。息が乱れているのを二人には知られないようにするのは大変だった。

「ほら、瑛斗のせいだぞ。もっと優しく佳乃を感じさせてあげないから」

「何言ってんだ！　裕斗の方こそ、もっと佳乃を乱れさせてやればいいんだよ」

「二人とも……これ以上ヘンなこと言ったら私、怒るからね」

　私が本気で怒っていると分かった二人は、両手をあげて白旗のポーズをとった。

「分かった。ごめん。そんなに怒らないで、佳乃」

「そうだぜ。俺は佳乃を気持ちよくしてやりたかっただけだ」

「それ以上言ったら、もう瑛斗とは口きいてあげないんだから」

「悪かった。もう言わねえよ」

「怒った佳乃の顔は可愛いけどね」

「もうっ！　二人ともっ！」

　私はさらに二人に抗議しようとしたけれど、瑛斗も裕斗も笑いながら自分たちの部屋へと戻っていった。

「本当にもう……。なにがスキンシップよ。やりすぎだよ、二人とも。危うくエッチな声を出しそうになったわ。気を付けないと」

　私は少し乱れたメイド服を直すと、夕食の準備のためキッチンへと向かった。










　夕食が終わり、私は瑛斗の部屋にクリーニング済みの服を届けに行った。ドアをノックしたけど返事がない。

「失礼します」

　私は部屋のドアを開けて中に入った。瑛斗の姿はない。

「どこ行ったんだろう？　まっ、いいか」

　私はクローゼットを開いて、服をかけた。今日の仕事はこれで終わりだ。後は自分の食事を済ませて部屋に戻るだけだ。部屋を出ようとした時だった――。

　ベッドの近くからブルブルと何かが振動する音が聞こえてきた。

「目覚まし時計……じゃないよね。なんだろう、もしかして携帯？」

　私は振動がする方へと近づいた。サイドボードの近くから振動する音が聞こえてきた。床の辺りを調べていると――。

　突然、ネズミがサイドボードの裏から飛び出してきた。

「きゃあっ！　ネ、ネズミッ！」

　私は飛び上がって驚いた。その拍子にサイドボードに置いてあった瑛斗の大切なスタンドランプを押してしまった。

「あっ!!」

　ガチャンと大きな音ともにランプが床に落ちて壊れてしまった。

「ど、どうしよう……。瑛斗の大切なランプを壊しちゃった」

　私は慌ててランプの破片を広い集める。そこへ、瑛斗が部屋に戻ってきた。

「んっ？　佳乃、なにやってんだ？」

　瑛斗の声に、私は肩をビクンと震わせる。隠しても仕方がないと覚悟を決めた。

「ご、ごめんなさい。瑛斗の大切なランプを壊しました」

　床に散らばったランプの残骸を見て瑛斗は、

「あらら？　佳乃、それってすっげー高いって知ってた？　骨董品としての価値が高いんだぜ」

「そうなの？　幾らくらい？」

「そうだなぁ…。五百万はくだらないかなぁ」

「ええっ！　そ、そんなに高いの？　でも、これはネズミのせいで……」

「ネズミってこれか？」

「きゃあっ！　瑛斗、なんで手で持って……あれ？　そのネズミ……」

「くくく。引っかかったな。これはおもちゃのネズミだ。電池で動くやつ」

　瑛斗の手にあるネズミは、猫用のおもちゃだった。そこで私はやっと分かった気がした。

　あのおもちゃのネズミを仕掛けたのは瑛斗なんだ。私を脅かそうとして、サイドテーブルの裏に仕込んでおいたんだ。

「わ、私を騙したのね」

「いやぁ。ちょっとびっくりさせようとしただけだったんだ。けど、まさかランプを壊すとは思ってなかったぜ」

「そ、それは……瑛斗が私を驚かせようとしたから……」

「けど、佳乃が壊したことに変わりはねえよなぁ」

「ううっ！」

　私は反論できなかった。確かに、オモチャとはいえ驚いてランプを壊したのは私だ。

「ど、どうすればいいの？　弁償したいけど……私、大金なんて持ってないし」

「ランプなんてどうでもいいんだけど。そうだなぁ……ランプの弁償代金、佳乃の身体で払ってもらおうかな」

「えっ？　私の身体って……きゃあっ！」

　瑛斗は私の腕をグイッと引っ張ると自分の腕の中に抱きしめてきた。

「ちょ、ちょっと、瑛斗。何するのっ！　は、離してっ」

「五百万……弁償するか？」

「む、無理言わないで」

「だったら、俺の言う通りにしろよ」

「瑛斗……んっ……ふむっ……んんっ」

　瑛斗はそう言うと、私の唇に自分の唇を重ねてきた。突然のキスに慌てた私は、瑛斗から離れようと胸を押したけど強い力で抱きしめられ、身動きが出来ない。

「むううっ……んぐっ…くふっ…んっ、んっ…ふっんんっ」

　嫌だと態度で抗議して、顔を背けようとしたけれど頭をしっかりと抑えられてしまっていた。

　息が出来なくて唇を少し開いた途端、ぬるりと瑛斗の舌が私の口の中を半周してきた。

「くふっ…んんっ…んっ……んんっ……くちゅ」

　瑛斗の舌が、私の舌に絡み付いてくる。歯の裏側を丹念に舐められ舌を喉奥まで差し込まれる。

　苦しさと甘美な甘さに、頭の芯がジンッと痺れてくるようだった。瑛斗は私の呼吸のすべてを奪いつくすような濃密なキスを繰り返す。

　思う存分、私の口腔内を味わった後やっとのことで瑛斗のディープキスから解放された。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　呼吸も整わない私は、瑛斗が支えていてくれなかったらその場に座り込んでいたかもしれない。

「キスだけでもう腰砕けになってるのか？　もしかして、ディープキスは初めてか？」

「はぁ、はぁ……う、うるさいっ！　そんなこと……瑛斗に……関係ないでしょ」

「いや、関係あるね。俺はずっと昔から佳乃のことが好きだったんだから」

「えっ？」

「おいおい。そこは驚くところじゃないだろ。まさか、佳乃全然気が付いてなかったのか？」

「……そ、それは」

「こりゃ、参ったな。俺は結構アピールしてるつもりだったんだけとな。やっぱ、幼馴染っつーことが邪魔してたのか」

　そう言うと、瑛斗は私を抱き上げた。

「ちょっと、何するのっ！　瑛斗」

「いいから、大人しくしてろ」

　瑛斗は私をお姫様抱っこしたままベッドへと移動する。そして、軽々と私をベッドの上に放り投げた。

「きゃあっ！　ちょっと！　乱暴なことしないで……やっ…何するのっ」

　瑛斗がベッドに上げられた私の上に圧しかかってきた。

「やだっ……瑛斗……重いよ。どいて」

「やだね。佳乃、これからもっといいこと教えてやるよ」

「えっ？　な、なに……？　ひゃあっ……ちょっと、どこ触ってるのよっ」

　瑛斗は私の胸をメイド服の上から鷲掴みにしてきた。大きくて長い指が乳房を揉み上げてくる。

「ふっんんっ…だめっ…そんなとこっ…さ、触らないでっ…だめえっ」

　ゆっくりと、乳房の形を確かめるように上下に乳房を捏ね上げてくる。乳房から体の奥に痺れるような、熱さがこみ上げてくる。

「なんだよ。嫌だっていうわりには、もう感じてきてるじゃないか。ほら、乳首が立ってきてる」

「やあっ…そ、そんなこと……ないっ」

　否定はしたものの、ブラの布が硬く立ち始めた乳首と擦れている。瑛斗が乳房を捏ねるたび、硬く立ち始めて乳首の先がブラと擦れる。

「ぁんっ……だめっ…お願いっ……やめてっ」

「佳乃の乳首、どんどん硬くなって、俺の手のひらに当たってる。感じてきてるんだな」

　瑛斗は嬉しそうに、さらに執拗に乳房を弄ってくる。私はどんどん甘く感じる快感に、太ももを擦り合わせる。そんな私の反応を瑛斗は楽しそうに見ている。

「お、お願い……やめてっ……い、いやあっ…瑛斗……ダメだったらぁ」

「そうか？　佳乃の身体はダメだなんて言ってないぞ。もっといやらしいこと、して欲しいんだろ」

　瑛斗はそう言うと、ベッド脇のサイドボードの引き出しからゴソゴソと何かを取り出した。

「これで、佳乃をもっと感じさせてやるよ」

　そう言って瑛斗が私に見せたのは、先端が丸く大きくなった電気マッサージ器だった。

「な、なにそれ？」

「これか？　これはエッチの時に使う大人のオモチャ。電マってやつ」

「な、なんでそんなもの瑛斗が持ってるの？」

「それは、佳乃に試そうと思って通販で買っておいたんだ。これで、アソコを弄ると気持ちいいんだぜ」

「い、いらないっ！　そんなもの、しないでいいっ」

　私は恥ずかしくて、瑛斗から逃げようとした。けれど、瑛斗は力づくで私を押さえ付けると……。

「いいから、試してみようぜ。きっと、佳乃も気に入ると思うからさ」

「き、気に入るなんて……そんなことないっ」

　どんなに抵抗しても瑛斗は私にその電マというものを試すつもりらしい。電気マッサージ器を私の首筋に当てがった。

　細かい振動が首筋に伝わってくる。

「ひゃふっ……やだっ……そんなもの……当てないでったら」

　私が嫌がれば、嫌がるほど瑛斗は楽しそうに笑いながら電気マッサージ器を私の身体に押し付けてくる。

「いいだろ？　この振動。こうして、乳首に押し当てるともっと気持ちいいと思うぜ」

　そう言うと、瑛斗は電気マッサージ器を私の乳首に押し当てた。先端が振動で刺激される。

「くっああっ…なにこれっ…やだっ……へ、へんだよっ…乳首の先端が……擦れてっ…ひゃああっ」

「すごいな、佳乃。ちょっと乳首を刺激しただけで、そんな色っぽい声が出るのか」

「瑛斗……お願いっ……もう…許してっ…うっ…ううっ」

　あまりの恥ずかしさに、私は涙をこぼしてしまった。そんな私を見て、瑛斗が慌てる。

「佳乃？　お、おい。泣くなよ」

「だって……。私、やめてって言ったのに……瑛斗……ひどいこと……するから」

「ごめん。悪かった。俺は佳乃を泣かせたいわけじゃないんだ。ほら、涙を拭けよ」

　瑛斗はいつもの勝ち誇った表情とは違って、とても慌てていた。私は悔しくて、涙が止まらならない。

「おい、瑛斗。抜け駆けは禁止だと言っておいたはずだぞ」

　突然、ドアのところで声がした。びっくりして視線をドアの方に向けると。そこには、裕斗が腕組みをして立っていた。

「げっ！　裕斗」

「まったく。油断も隙もないね。しかも、佳乃を泣かせるなんて」

　そう言うと、裕斗はベッドへと近づいてきた。私は裕斗が助けてくれると思っていた。

「僕をのけ者にするのは許さないよ。佳乃、心配いらないから。僕が優しく感じさせてあげるから」

「ふんんっ……んくっ……んんっ」

　裕斗は自分もベッドに上がると、私にキスをしてきた。瑛斗の時より濃密なキス……。

　私は呼吸をするのも忘れて、裕斗に口の中をすべて奪いつくされる。裕斗の唾液と私の唾液が絡み合う。

　そして、丹念に私の唇をむさぼった裕斗は満足して私を開放した。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　私は二度目の呼吸困難に陥っていた。裕斗の指が優しく私の唇に付いた唾液をぬぐう。

「ゆ、裕斗……」

「まだまだ、これからだよ。今夜はゆっくり、瑛斗と二人で佳乃を可愛がってあげるから」

　裕斗はそう言うと、私が着ていたメイド服を手慣れた手付きで脱がしていく。私はあっという間に下着だけの姿にされる。

「いやっ……み、見ないでっ」

　瑛斗と裕斗が下着姿の私の身体を、確認するように上から下までじっくりと眺める。

「綺麗だ、佳乃。想像していた以上だぜ。肌は真珠のように綺麗だし、胸の形も俺好みだ」

「そうだな。腰も引き締まってるし。お尻は……触り心地が良さそうだ」

「ふ、二人とも……こんなこと……やめようよ」

　なんとか二人に思いとどまって欲しいと、私は説得を続けてみる。だけど、二人とも私の言葉に耳を貸してはくれない。

「それじゃ、まずはきっと硬く尖ってるだろう乳首を見てみようぜ」

　そう言うと、瑛斗が私のブラに手をかけてきた。抵抗しようとした私の手を裕斗が掴んで動きを封じる。

「だめっ……だめっ……外さないでっ」

　そんな私の願いも空しく、ブラは瑛斗の手によって外されてしまう。ブラに包まれていた乳房が二人の目に晒される。

「綺麗な形じゃないか。おっ、俺がそだてた乳首だ。いい感じに立ってる」

「可愛いな。チェリーみたいで美味しそうだ」

　そう言うと、瑛斗と裕斗は片方ずつ私の乳首を口に含むと、舌先で弄ってきた。

「ひゃあんっ……あっ、んんっ……やあっ…だめっ…舐めないでっ」

　二つの熱い舌で乳首を弄られ、私の口からは甘い吐息があふれ出す。初めて感じる甘美な快感に身体が震える。
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「乳首、弄っただけでこんなに感じるなんて、敏感なんだな。佳乃の身体は」

「そうだね。もっといやらしいことをしたら、どうなるんだろうね」

「お願い……二人とも……こんなこと……おかしいよ」

「おかしくなんてないよ。僕も瑛斗もずっと佳乃のことが好きだったんだから」

「そうだぜ。子供のころからずっとな。だから、この時をずっと待ってたんだ」

「心配しなくても、大丈夫だよ。佳乃が痛いことは絶対にしないから」

「ゆ、裕斗……」

「ほら、瑛斗が気持ちいいことをしてくれるよ」

「えっ？」

　裕斗が視線を下半身の方に向ける。私も誘われるように視線を自分の下半身の方へと向けると。

　瑛斗が私の両膝に手をかけて、開こうとしていた。

「やあっ……！」

　私は太ももに力を入れて、足が開かないようにしようとした……。けれど、一瞬遅かった。

　瑛斗は軽々と両足を大きく開くと、私が足を閉じられないように身体を差し入れた。

「な、なにするの？」

　今から何をされるのか恐々聞くと、瑛斗は満面の笑みを浮かべて。

「これ。さっきの電マで佳乃の秘密の場所を気持ちよくしてやろうと思ってさ」

　言い終わらないで、瑛斗は電気マッサージ器の電源を入れ、パンティー越しに私の中心に当てがった。

「やぁああっ……あふっ…んっ、んっ…ひゃああっ…やだっ……なにこれっ……だめっ……それっ…だめえっ」

　中心に押し付けられた電気マッサージ器が、敏感な場所を刺激してくる。感じたことのない快感に私は背中を反らせる。

「おおっ。すっげー反応。気持ちいいんだな、佳乃」

「感じやすい身体をしてるね。もしかして、僕たち以外の男と経験したことあるのかな？」

　どこか暗い目で裕斗が私を覗き込んでくる。私は頭を激しく横に振った。

「な、ないわよっ！　男の人と……付き合ったことも……ないのにっ…やあんっ……ぶるぶるっ……振動がぁっ…やあぁんっ」

「裕斗。イジワルするなよ。佳乃が誰とも付き合ったことがないの知ってるだろ？」

「ああ、知ってるよ。だって、僕と瑛斗が佳乃に近づく男は全部排除してきたんだから」

「えっ……な、何言ってるの……排除って……あんっ…んっ……ふぁんっ……ひゃふっ！」

　瑛斗が割れ目を押し広げるようにして、電気マッサージ器を奥に押し付けるように上下に動かしてきた。

　敏感な襞と突起を電気マッサージ器で刺激され、私は二人の前で淫らに身体をくねらせる。

「いやらしく感じる佳乃を見られるのはいいね。もっと、乱れさせたくなる」

　裕斗はそう言うと片方の乳首を指で摘み上げ、コロコロと弄ってきた。ピリリとした刺激が身体の奥に広がっていく。

「なあ、裕斗。そろそろじゃないか？　パンティーが濡れてきてるぜ」

「そうだな。それじゃ、佳乃のエッチなところを見てみようか」

　瑛斗と裕斗の会話に、私は不穏な空気を感じ取った。

「な、なにするの？」

「分かってるくせに。佳乃のアソコを俺たちが見るんだよ」

「本当に他の男になにもされてないか、ちゃんと確認しないとね」

「し、してないから……他の人とは……なにもしてないから……だから……許してっ」

「怖がらなくていいんだよ、佳乃。心配しないで、恥ずかしいのは最初だけだから」

　裕斗は私をなだめるように頭を何度も撫でてきた。裕斗が私をなだめている間に、瑛斗が私の身体からパンティーを奪い取った。

（いやっ……だめっ……それは……許してっ……言ったのにい……二人に……私の……恥ずかしい場所……見られてしまう……）

　私はギュッときつく目を瞑った。瑛斗の視線を身体の中心に感じる。アソコに息がかかった。

（アソコに……息がっ……きっと瑛斗だ……どうしよう……やだっ……見られちゃう……今まで……誰にも見られたことないのにっ……）

「すっげー。綺麗なピンク色をしてる。もしかして、佳乃はオナニーとかしたことないのか？」

「し、知らないっ……そんなこと……恥ずかしてくて……い、言えるわけ…ないよっ」

「ばかなことを聞くな、瑛斗。佳乃は毎日、勉強とバイトと家事が忙しくて、エッチなこと考える余裕なんてないんだよ」

「それもそうだな。だったら、これからはエッチなことも考える時間を俺たちが与えてやらないと」

「オナニーなんてさせないよ。僕と目が合っただけで、アソコが濡れて我慢できないようにしてあげるから」

「そ、そんなこと……しなくていいよぉっ」

「僕も、佳乃の綺麗なアソコを見てみないと。瑛斗、変わって」

「はいはい。どうぞ」

　裕斗は身体をずらして、私の下半身の方へと移動していく。瑛斗は私の腰をしっかりと抑えている。

　そして、裕斗が私の中心に顔を近づけてじっくりと見つめる。

「ああ……。やっと佳乃のアソコが見られた。なんて綺麗でいやらしいんだ。それに、とても甘い香りがする」

　裕斗は囁くと、私の襞と突起をいきなり舌で舐め上げてきた。

「ひゃふっ……！」

　アソコに……ヌルリとした温かい舌の感触に、驚きと同時に甘い疼きと痺れが湧き上がってくる。

「あっ！　ずりーぞ、裕斗。勝手に佳乃のアソコを舐めてんじゃねぇ。俺だって我慢してたのに」

「瑛斗は佳乃の初めてのキスを僕に断りもなく、奪っただろ」

（うそ……うそよ。アソコを……裕斗が舐めるなんて……信じられない……けど……はぁあんっ…今まで感じたことのない……疼きが……身体の奥から……湧き上がって……くるぅっ）

　裕斗はさらに舌を上下させて、何度も襞と突起を舌で舐め上げる。私は舌が動くたびに、腰を戦慄かせた。

　あんなところを他人が舐めるなんて、想像していなかったから恥ずかしくてどうしたらいいのか分からない。

「やあっ……だめえっ……そ、そんなところ……舐めちゃ……だめっ」

「そう？　佳乃のここは、もっと僕に舐めて欲しいって、エッチな蜜を溢れさせてるよ」

「うそ……うそっ」

「本当だよ。教えてあげる」

　そう言うと、裕斗はわざとピチャピチャと淫靡な水音を響かせながら、私のアソコをさらに舐め上げる。薔薇色の快感に、私の脳内はどんどん蕩けていく。

「おい、裕斗、一人で楽しむなよ。今度は俺の番だ。交代しろよ」

　瑛斗は悔しそうにそう言うと、私の乳首を強く摘まみあげた。

「やっ……やあんっ……そんなに強く摘まんだら……だめぇっ」

「瑛斗！　佳乃には優しくしてあげないと」

「わ、分かってるよ。けど、ちょっと悔しいじゃないか」

「そんなに怒らないで。ほら、交代してあげるから」

　裕斗が私の中心から離れ、交代に瑛斗が再び私の中心に顔を近づける。そして、割れ目を大きく開くと、アソコに電気マッサージ器を直接押し付けてきた。

「これで、もっと気持ちよくなるぜ」

　電気マッサージ器の電源を入れる。振動が襞と突起、そして秘口を同時に刺激する。

「ぁあんっ…あっ…くっんんっ！」

　目も眩むような強烈な刺激に、私の身体が激しく震える。快感が手と足の指先まで流れていく。

「あんっ……ふぁんんっ…やだっ…なにこれっ…振動がっ…きゃふっ…はああんっ！」

　恥ずかしげもなく、私は身体を震わせる。快感に震える声が後から、後から口をついて溢れてくる。

「そこっ……もう……やめてっ…刺激しないでっ……私……私……おかしくなっちゃうよぉっ」

「おかしくなっていいんだぜ。快感に乱れる佳乃をもっと見せてくれよ」

「あんっ……やだっ…こんな…エッチな……私を…み、見ないでっ」

　瑛斗がもたらす快感に意識が支配されていきそうで、私は怖かった。なんとか逃れようとしたけれど、裕斗が離してくれない。

「瑛斗だけじゃないよ。僕もここにいることを忘れないで」

　裕斗は快感に震え私の耳元でそう囁くと、片方の乳首を摘み上げて転がしながら、もう片方の乳首を口に含んで舌先で弄ってきた。

　上と下、両方の刺激に私は背筋を反らせて身もだえる。快感が大波のように私に打ち寄せてくる。

「ふぁあんっ……あっ、んっ、ひぁんっ……だめっ…だめぇっ！」

「くそっ！　なんていやらしい声なんだ。もう我慢できねぇっ」

　瑛斗は叫ぶと、電気マッサージ器を私の中心から外すと、ふいにクリトリスと秘口を強く吸い上げてきた。

「きゃふんっ！」

　電気のように痺れる快感に、私は内腿とお尻にキュッと力を込める。そして、唇と歯でクリトリスを剥いてきた。

「ぁああっ……あっ、あっ……んんっ……んはっ」

　終わらない二人からの刺激に、もう私はどうしようもなく淫らに腰を揺らせている。

「気持ちよさそうだな、佳乃。これはどうだ？　最高に気持ちいいか？」

　そう言うと、瑛斗は私の胎内に舌を侵入させてきた。初めての異物感に全身が緊張する。けれど、胎内で蠢く舌の感触にすぐに腰が淫らに震える。

「ひゃふっ……んんっ……舌が…は、入ってきてるぅっ…やあんっ」

　私の胎内をまるで別の生き物が動き、蹂躙しているようだった。舌が膣壁に触れた途端、私のアソコがキュッと窄まる。

「やっ……舌っ…中で……動かさないでっ！」

「悔しいなぁ。僕も佳乃の中を味わいたいのに。瑛斗に先を越されてしまったな」

「仕方ねえよ。じゃんけんで決まったことだからな」

　瑛斗はさらに深く舌を私の胎内に挿入してくる。舌先が何度も私の膣壁を擦り上げ、私のアソコは蕩けていく。

　舌が胎内で動くたび、私の意志に反して腰がびくん、びくんと淫靡に震えてしまう。

　裕斗も負けじと、乳首を口に含むと軽く噛んで刺激してくる。もう、私はどうにかなってしまいそうだった。

「ふああっ……だめっ……だめっ…私……このままじゃ……イクッ……イッちゃうよぉっ」

「おい、瑛斗。そこまでにしてあげないと。この後、佳乃が大変だろ」

　裕斗の言葉に、やっと瑛斗が私の胎内から舌を引き抜いた。

「はあっ……んんっ……はぁ、はぁ、はぁ……」

　やっと快感から解放され、私は荒い息を何度も繰り返した。

「安心するのはまだ早いぜ。本番はこれからなんだから」

「はぁ、はぁ……瑛斗……なに……言ってるの？」

　呼吸の整わない私の前で瑛斗はズボンのファスナーを下ろし、その奥から硬く反り返ったペニスを取り出した。

「まさか……そんな…やだっ…それだけは……許してっ」

「ごめんな、佳乃。もう止められねえよ。佳乃が俺たちのものだって印をその身体に刻んでやるからな」

　そう言うと、瑛斗は私の身体に覆いかぶさってきた。太ももに瑛斗の熱くて硬いものが当たる。

「これを今から佳乃の中に挿れてやるからな。震えてるのか？　心配するな、十分慣らしたから平気だ」

　瑛斗の硬いペニスが、私の秘口を押し広げて入ってくる。先端から徐々に膣道を押し広げながら、瑛斗の熱いペニスが私を犯していく。

「ひぃううっ……は、入って……くるうっ…瑛斗の……硬くて……熱いのがっ……奥に……入ってくるぅっ」

「くっ！　佳乃のココはきついなぁ。まだ半分しか入ってないのに、すっげー締め上げてくる」

「はあんっ……ま、待って……もう……入って……こないでッ」

「おっ、なんか壁みたいなものに当たってる。もしかして、これが処女膜かな？　この先を抜ければ、佳乃は本当の意味で俺のものになったことになるのか」

「だめっ……それ以上は……進まないで……」

「悪いなぁ、佳乃。その願いは聞いてあげられないわ」

　そう言うと、瑛斗はズンッと腰を強く進めてきた。一瞬、ピりッとした痛みはあったけど、すぐに瑠璃色の快楽にすべてが塗り変えられていく。

「ひぉふっ……んんっ……う、うそっ……瑛斗の……どんどん……奥に……入ってくぅっ」

　脈打つ肉塊が、私の柔肉を押し広げながら最奥へ向かって進んでいく。

「はぁ、はぁ……ああんっ」

　瑛斗のペニスで私のアソコは隙間もないほど埋め尽くされる。

「痛みはないようだな。動くけど、痛かったらちゃんと俺に教えてくれよ」

　瑛斗はゆっくりと腰を動かしてきた。奥まで挿入したペニスを入口近くまで引き抜く。そして、今度は一気に奥まで押し挿れる。

　蜜で潤んだ膣肉が硬く熱い剛棒をすんなりと受け入れる。肉と肉が擦れ合い、痺れるような甘い快楽が私の身体に広がっていく。

「あんっ……んんっ…くはっ…あっ、あっ…んんんっ」

「ふぅ……佳乃の中、熱くて気持ちいい。俺のモノに絡み付いてきて根元から締め上げてくる。たまんねぇなぁ」

「そんな下品な言葉を使ったらダメだろ。瑛斗」

「うるせぇなあ。俺はこの言葉遣いが気に入ってんだ。それじゃ、じゃんけんで勝った俺が佳乃の処女はもらった」

「早く終わらせてよ。僕も佳乃の中を味わいたいんだからさ」

「わ、分かってるよ」

　瑛斗は腰を回転させるように動かしながら、私の膣壁を擦り上げる。胎内から大きな快感が身体の隅々まで広がる。

「くあっ…フッんんっ……んっ、くふっ……ひゃふんんっ！」

　突き上げられ、大きく揺さぶられると、さらに快感は増幅されていく。例えようのない官能の嵐が私に襲いかかる。

（ぁあんっ……どうしよう……初めてなのに……こんなに感じるなんて……私の身体……どうなってるの？）

　痛みを感じたのは本当に一瞬だった。今は快感に震えている。初めてでこんなに淫らになる自分に、私は戸惑いと驚きを隠せずにいた。

　一見、乱暴に見える瑛斗だけれど、私を気遣いながら腰を動かしている。

「はぁんっ…んっ…んあんっ…あっ、あっ…くっふんっ」

　自分の声とは思えない、甘い響きが鼻孔をついて溢れ出る。その甘い声に重なるように、瑛斗の腰の動きがどんどん速さを増していく。

「やあっ…だめっ…中ぁ……そんなに……擦ったら……だめぇっ…私……おかしくなっちゃうよおっ」

「はぁっ……おかしくなれよ……佳乃…いやらしい壁が……俺のチ○ポに絡み付いて最高だ」

「なんだか、佳乃が瑛斗で気持ちよくなってるのは悔しいなぁ。僕も佳乃を感じさせてあげる」

　裕斗はそう言うと、硬くぷっくりと尖った乳首を指と舌で弄ってくる。胸とアソコを弄られ、私はどうしようもなく乱れた。

「ぁあんっ……いやぁんっ……だめっ…瑛斗も……裕斗も…もう……これ以上……しないでっ」

　もう何が何だか分からない。私はただ、押し寄せてくる甘美な快楽に悶え、淫らな声を上げることしかできなかった。

「くっ！　締め付けが強くなった。気持ちいいんだな。なんか、嬉しいなぁ」

　瑛斗は私の片足を自分の肩に乗せると、さらに深く私の中にペニスを押し込んできた。

「ひゃふんっ……お、奥にっ……当たって…ああんっ…やあっ…そんな奥っ……つ、突かないでっ」

　私の秘口が奥を突き上げられ、きゅっと窄まり瑛斗のペニスを根元から締め上げる。

「はあんっ……瑛斗……もう…許してっ……アソコが……痺れてっ…ああんっ……気持ちいいのが……止まらないのぉっ」

「いいんだぜ。そのまま気持ちよくなって。ほら、もっといやらしい佳乃を見せてくれよ」

　瑛斗は私を突き上げる腰の動きを激しくしていく。私の身体はそれを待っていたかのように、瑛斗の突き上げる動きに合わせて、腰を淫らにくねらせていた。

「ぁあくっ…ふあっ…あっ、あっ……らめえっ…私……イッ…イクッ……このままじゃ……イッちゃうよおっ」

「いいぜ。イク佳乃を俺と裕斗に見せろよ」

　そう言うと、瑛斗は私の子宮に届きそうなくらいの激しさで、ペニスを最深部へと突き挿れてくる。

「くっああっ…あんっ……は、激しいっ……きゃふっ…らめっ…私……イクッ……イクッ…イッくううぅぅぅうっ！」

「くっ！　俺も……イクッ」

　脳内が焼けるような強烈な快感が全身を駆け抜ける。私はアソコを震わせながら、初めてのエクスタシーに達した。

　同時に、瑛斗も私の中に熱い情熱を吐き出した。ドクドクと濃厚な精液が子宮の奥に注がれるのが分かった。

「あっ……ああっ…そ、そんな…お腹の奥に…熱いの…出されちゃった」

　私は前肢を戦慄かせながら、胎内に瑛斗の熱い精液を感じた。

「はぁ、はぁ……本当にたまんねぇ」

　ヒクヒクとまだ震える私の胎内を、瑛斗はじっくりと味わっていた。

「瑛斗。いつまで佳乃の中に挿れてるの？　終わったなら、僕と交代だよ」

「はいはい。分かってるって」

　瑛斗は私の胎内からペニスを引き抜いた。

「ひゃあんっ……」

　瑛斗のペニスが出ていくと同時に、受け止められなかった精液が秘口から溢れ、太ももを伝ってシーツに零れ落ちた。

（はぁ、はぁ……終わったのね……良かった）

　瑛斗のペニスが抜けて私がホッとしているのもつかの間、今度は裕斗が私を背後から抱きしめてきた。

「えっ……な、なにするの……裕斗？」

「まだ、安心するのは早いよ、佳乃。今度は僕の番だから」

「えっ？　だめっ……そんな……いま…イッたばかりなの……す、少し……や、休ませてっ」

「だ～め。佳乃のいやらしい姿を見ていたら僕のコレ、もう限界なんだ」

　そう言って、裕斗は私のお尻を熱く猛ったペニスで擦り上げてきた。お尻が裕斗のペニスの熱さを感じて、淫靡に震える。

「ああっ……なんていやらしいんだ。佳乃、エッチなメス穴が僕のモノを欲しがってヒクヒクと動いてる」

「だめっ…無理っ……お願いっ……い、挿れないでっ」

　私は必死で裕斗に頼んだけれど、その願いは聞き入れてはもらえなかった。裕斗は、私のお尻を掴むとまだ淫らに収縮を繰り返す秘口に先端を当てがった。

「あっ……はぁああっ」

「行くよ、佳乃」

　背後から覆いかぶさるようにして、裕斗は私の耳元でそう囁いた。そして、腰をゆっくりと進めてきた。

「ひゃああっ……あっ、あっ……くっああんっ…裕斗のが……は、入ってくるうっ」

　イッたばかりの敏感な膣壁を擦りながら、裕斗の硬くそそり立つペニスが私の胎内を犯してくる。

「ああっ……なんて素敵なんだ。佳乃の中、うねって気持ちいいよ。瑛斗の精液のおかけで、僕のオチ○ポすんなり奥まで入っちゃったよ」

　裕斗は軽く腰を揺すって、私の胎内に自分のペニスが入ったことを教える。

　敏感な膣壁はそんな小さな刺激も、私に大きな快楽として伝えてくる。

「ひゃふっ……だめっ……だめっ……動かしたら……だめなのぉっ」

「はぁ……。本当にすごい締め付けだ。もう、どうすれば僕たちを喜ばせることが出来るのか、分かってるみたいだ。物覚えがいいんだな」

「あぁあっ……やんっ…そんなっ…ゆっくり……動かしたら……ダメだよぉっ……ああんっ…やっ…ふっああっ」

　裕斗はゆっくりと腰を揺らせたり、少し引いたり押したりして、私を乱れさせる。その裕斗の腰の動きが、じれったくて切なくて、私は自分からお尻を裕斗に押し付けるようにして、淫靡に動かしてしまっていた。

「いやらしいなぁ、佳乃。自分から腰を動かして、僕を誘うなんて」

「ち、違うっ……さ、誘ってなんて……やあんっ…裕斗……お願い……もっと……動いてっ…このままじゃ…耐えれないよぉっ」

　甘美な疼きと痺れで、私は我慢の限界に来ていた。もっと、激しく奥を裕斗に突き上げて欲しかった。

「ああんっ……お願いっ……突いてっ……奥を…裕斗ので…いっぱい……いっぱい……突き上げてッ」

「ふぅ……。佳乃のお願いじゃ、仕方ないな。いいよ、いっぱいいやらしく突き上げてあげる」

　そう言う裕斗は強く、激しく私を突き上げてきた。腰を奥まで挿入しながら、私の背中を指先でなぞってくる。

「あんっ…んんっ……しゅごいっ…奥まで……裕斗の…届いてるうっ」

　お尻の肉と裕斗の太ももの肉がパンパンと淫靡に当たる音が静かな部屋に響いている。

「なんだよ。そんなに裕斗のチ○ポがいいのか？　かなり悔しいな。だったら、俺も佳乃のエッチなところを弄ってやるか」

　瑛斗は四つん這いになっている私の身体の下に潜り込むと、クリトリスを舌先で舐め上げてきた。

「ひっくぅぅぅっ…やあっ…だめっ…そんなとこ…舐めたら……私…また……イッ……イッちゃうよおぉっ」

　裕斗に秘奥を突かれ、瑛斗にクリトリスを舐められ、私の意識はもうどろどろに蕩けていた。

「あんっ…んっ、んっ、んっ……ふんんんっ…熱いよぉ…アソコが……熱くて…溶けちゃうよぉ」

　瑛斗が放った精液と私の蜜液が混ざり合い潤滑油となって、裕斗が腰を突き上げるたび淫靡な水音が響く。

「あぁんっ…はあっ…ああっ…くふっ…ああっ…もう……だめっ…私……また……イクッ……イクッ…イクのぉおおおっ！」

「はあっ！　いいよ。今度は僕のオ○ンポでイク佳乃を見せて」

「ああんっ……だめえっ……アソコ……壊れちゃうよぉっ……はぁああんっ……イッ……くぅぅぅっ！」

　裕斗は確実に、私の一番感じる場所をペニスで責め立ててくる。甘美な痺れに、私は二度目の絶頂へと押し上げられる。

「はぁああんっ…だめなのにっ……私……また…イクッ……イッ……イッちゃうよおっ……ふっああああぁぁんっ！」

　裕斗の深い突き上げで、私は絶頂へと達する。そして、少し遅れて裕斗が熱い精液を私の中に注ぎ込んだ。

「あっ、あっ……ああんっ…また……中に…精液……出されちゃった」

「もしかしたら、これで佳乃は妊娠しちゃったかもしれないね」

「そ、そんな……」

「心配いらねえよ。どっちの子供が出来たにしろ、俺たちがちゃんと面倒みてやるからさ」

「うっ……くっんん…そんなの…」

　ひどいと言いたかったけど、二度の絶頂で私は疲れ果てていた。裕斗から解放された途端、私はベッドに倒れ込んだ。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　ぐったりとする私に、瑛斗と裕斗が頬や首筋にキスの雨を降らせてくる。

「まだまだ、夜は長いぜ佳乃」

「僕たちの長年の思いを全部受け止めて、佳乃」

「えっ……そ、そんな…待って……お願いっ……もう…許して」

　そんな私の願いは聞き入れてはもらえなかった。ぐったりとする私の肌の上を二人の熱い手が撫で付けてくる。

　何度も意識を失いそうになる私を、二人は快感を与え呼び戻す。終わりのない、二人の欲望に私はずっと翻弄されていくのだった。
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「ふぁ～」

　一時限目の授業が始まったばかりなのに、私は先生の抗議も上の空、大きなあくびをしてしまった。

「なに？　また今日も寝不足？」

「う、うん……」

　隣に座っている紗耶香がツンツンと肘で私のわき腹を突きながら、声を抑えて聞いてくる。

　私は苦笑いを浮かべて頷くことしかできなかった。

　初めてを瑛斗と裕斗に奪われてから、数週間が過ぎた。あの日以来、二人は夜な夜な私を部屋に呼び付けては、調教と言ってエッチなことをしてくる。

　拒もうにも、高額なランプの弁償代を要求すると言われ……結局私は、抵抗できずに二人の言いなりになってしまっていた。

『嫌なら、本気で僕たちを拒めばいいんだよ。佳乃はそれが出来るんだから』

『けど、佳乃の身体は全然俺たちを拒んでねぇけどな。ほら、いやらしい蜜が後から、後から溢れてきてるぜ』

　そう言って、二人は私の身体に快楽を教えていく。

（どうして私……二人のことを拒めないんだろう。恥ずかしいのに、二人に触られたところが熱くなって……我慢できなくなる）

　遠くで先生が話をしている声が聞こえる。けど、肌の上を這う二人の手の感触を思い出すだけで、私のアソコがじゅん、と濡れてきて慌ててしまう。

「でもさ、佳乃も大変だよね」

「え、ええっ？　な、なにが？」

　紗耶香の声に私はハッとする。自分がエッチなことを考えて濡れてきているのを知られているんじゃないかと、ドキドキしてしまう。

　けれど、私がそんなエッチな気分に浸っているのを知らない紗耶香は、

「だってさ、お父さんが失踪して残った借金を早乙女家に肩代わりしてもらって、佳乃は住み込みでメイドの仕事してるんでしょ？」

「う、うん」

「大学の勉強に二十四時間メイドの仕事ってさ、どうなの？　体力とか大変でしょ？　私だったら疲れ果てて逃げ出してるかも」

「そんな……逃げるなんて出来ないよ。早乙女のおじさんには本当にお世話になっているんだから」

「それでもさぁ。親の借金を佳乃が返済するってありえないよ。あんたのお父さん…いったい何考えてるの？」

「……それは……分かんない」

　紗耶香にそう言われて、ふとお父さんのことを考えた。なんだかお父さんがいなくなったのが、もうずっと前のような気がする。

（ちゃんとご飯食べてるのかな？　どこで何をしているんだろう……とにかく、元気でやっているといいんだけどなぁ）

　私と借金を残して消えてしまったお父さんを恨むつもりはない。ただ、無理して身体を壊していなければいいと思うだけだった。

（そうだ。もしかしたらお父さん、私がまだあのアパートにいると思っているかもしれない……今日、ちょっとアパートに寄ってみようかな）

　ほんのちょっとだけ、お父さんがアパートを訪ねているかもしれないという、かすかな望みとともに私はあの古びたアパートに行ってみることにした。










　今日の私の大学での授業は午前中だけだった。午後の授業は先生が急病のため、休講になった。

　私は、瑛斗と裕斗に見つからないように大学を出るとアパートへと向かった。

「懐かしい……と思うなんて、本当に私ずっとこのアパートのこと忘れていたんだ」

　古い木造のアパートは今も変わりなくそこに立っていた。二階の角部屋を示す郵便受けには名前が入っていない。

　おそらく、まだ次の借り手は決まっていないんだろう。

「そうだよね。階段はギシギシ言うし、隣の部屋の声は聞こえてくる。そんなアパートに住もうなんて人、なかなか見つからないよね」

　私はアパートの裏に回って、二階の角部屋を見上げた。そして、次にぐるりとアパートを一周してみる。

「そうだよね。お父さんがいるわけないよね」

　自分はバカだなと思い直して、早乙女家に帰ろうとした時だった。

「……佳乃」

　道路の角から私の名前を呼ぶ声がして振り向いた。そこには……少し痩せたお父さんが立っていた。

「お、お父さん？」

「佳乃。元気そう……だな」

「お父さん……いったい今までどこに行ってたの？　私、すごく大変だったんだよ」

「……す、すまない」

　お父さんはそれだけ言うと黙ってしまった。私もなんて言っていいのか分からずにその場に立ち尽くしてしまった。

　無言のまま時間が過ぎていった時だった。

「感動の親子の再会は出来たようだな」

　お父さんの背後から、黒いスーツや派手なジャケットを着た、いかにもガラの悪そうな男の人が数人姿を現した。

「お、お父さん……この人たちは？」

「すまない……本当にすまない。佳乃」

　お父さんはただ、私に向かって謝るだけだった。どうして謝るのかと不思議に思っていると――。

「お嬢さん。オレらと一緒に来てもらうぜ」

「えっ？」

　いつの間にか私の背後に回っていた男の人がハンカチを私の口に押し当ててきた。

「むうううっ……うぐっ」

　ツンとキツイ匂いが鼻孔に流れ込んできた。その嫌な匂いを嗅いだ途端、私は意識を失った。










「んっ……ふっ…んんっ」

　遠い意識の中で、お父さんの声が聞こえたような気がした。頭が少しズキズキする。闇の底に沈んでいた私の意識が目覚めていく。

「こ、ここは……？」

　まだ霞む意識の中で、私は自分がどこにいるのか確かめようと周りを見回す。そこは、初めて見るものばかりだった。

　趣味の悪い絵に形のいびつな壺、それからおかしな書画。早乙女家の格式高い家具とは大違いだった。

「よう。やっとお目覚めか？」

　私の目の前に、どこかで見たことのある顔があった。切れ長の目にどこか暗い影を含んだ笑み。

「あ、あなたは……」

「おいおい。俺の顔覚えてねえのかよ。同じクラスなのに傷付くなぁ」

　男の人にそう言われ、私は記憶をたどる。そして――。

「あなたは……確か…大黒宗徳おおぐろむねとく君？」

「そうだよ。やっと思い出してくれたか」

「ど、どうして大黒君がここに？　えっ……なにこれ」

　私は立ち上がろうとして、椅子に両手を縛られていることに気が付いた。そして、大黒君の他にもアパートにいた男たちが周りを取り囲むように立っていた。

「お、お父さんはどこなんですか？」

「ああ、あんたのダメ親父なら、ほら、あそこでのびてるぜ」

　大黒君が指さした床にお父さんが倒れていた。

「お父さんっ！　大黒君、私のお父さんになにしたのっ！　お父さん……しっかりして」

　私は椅子に縛られたまま、お父さんに何度も声をかけた。けれど、意識を無くしたままお父さんは起きる気配がなかった。

「心配しなくてもいいぜ。ちょっと眠ってもらってるだけだから」

「わ、私をどうする気なんですか」

　私は身体が震えそうになるのを必死で我慢して、大黒君を睨みつけた。そんな私を見て、彼は鼻で笑った。

「俺が思っていたより、気が強いんだな三浦は。自分が今、どんな立場にいるのか分かってねえんだな」

「ど、どういうこと？」

「三浦、お前の父親は俺の親父の組に借金があるんだぜ。一千万ほどな」

「お、お父さんが……大黒君のお父さんに借金？　そんな……」

「バカだよなぁ。甘い言葉に騙されて、背負った借金を返そうとギャンブルに手を出して、よけいに借金をしてしまうなんて」

「そんな……お父さんがギャンブルなんてするわけないわ」

「そうだよ。最初は真面目に仕事を探していたけどなぁ。俺がお前の同級生だって言って、誘ったら簡単に信用したぜ」

「あなたが？　どうしてそんなことするの？」

「分からないのか？　俺は入学式に、お前を見た時から絶対に俺の女にするって決めていたんだ。それを早乙女の兄弟が邪魔しやがって」

「……わ、私？」

　大黒君の言葉に、私は驚いてしまった。

（自分の女って……）

「けど、今日はあんたが一人で良かったぜ。いつもはあの二人が一緒で手が出せなかったからな」

（手が……出せなかった？　それじゃ、瑛斗と裕斗がいつも私のことを守っていてくれたってこと？）

「へへへ。これからは俺が可愛がってやるからな」

　大黒君はそう言うと、私の首筋に触れてきた。大黒君が触れた途端、全身にゾゾッと鳥肌が立った。

（き、気持ち悪いっ！　瑛斗と裕斗に触られたときは全然気持ち悪くなんてなかったのに……大黒君に触れると気持ち悪く……嫌だっ）

「は、離してっ！　私に触らないでっ」

　我慢できずに考える間もなく、私の口からは大黒君を拒絶する言葉が出ていた。そんな私の言葉を聞いて、大黒君は怒りをあらわにした。

「人が下手に出てりゃ、いい気になるんじゃねえぞ。うちの組の連中で回してやってもいいんだぜ」

「そんなこと……出来ないわ。きっと、瑛斗と裕斗が助けにきてくれるから」

「ははは。おめでたいなぁ、三浦は。あいつらがお前の居場所を知るわけないだろ。諦めるんだな」

　残酷な笑みを浮かべて、大黒君の顔が近づいてくる。私は顔を背けようとしたけど、乱暴に髪を掴まれて顔を上に向かせられる。

「い、痛いっ！」

「その生意気な口をきけないようにしてやる。それでも俺に逆らうようなら、親父に頼んで薬漬けにしてやる」

　大黒君は恐ろしい言葉を私に向かって投げ付けた。こんな人が私と同じ大学にいたなんて、気付きもしなかった。

（どうしよう……どうすればいいの？　こんな人の好き勝手にさせたくないのに。両手を縛られていたら抵抗も出来ない）

　どんどん大黒君の顔が近づいてきて、あと数センチでキスをされそうになった時だった――。

　ドンッと誰かがドアを蹴破って部屋に入ってきた。

「だ、誰だっ！」

　部屋にいた全員がドアの方に視線を向ける。そこには――怒りに震える瑛斗と裕斗が立っていた。

「よう、大黒ぉ。俺と裕斗が忠告したこと全然守ってねぇなぁ」

「しかも、佳乃をそんな乱暴に扱うなんて。絶対に許せないなぁ」

「瑛斗っ！　裕斗っ！」

「お前たち……！　どうしてここが分かったんだ？」

　瑛斗と裕斗の姿を見て、大黒君が慌てている。掴んでいた私の髪から手を離す。

「てめぇの考えなんざ、お見通しなんだよ。佳乃にはボディガードを付けてるからな。お前が佳乃を拉致った時点で俺たちに連絡してきたんだ」

「まあ、ちょうど良かったよ。大黒君には鉄槌を下さないといけないと思っていたから」

「く、くそっ！　おい、お前たち、なに突っ立ってんだ。さっさと奴らを追い出せ」

　大黒君の命令でその場にいた男たちが一斉に瑛斗と裕斗に襲いかかった。

「瑛斗っ！　裕斗っ！」

　けれど、勝負は分かっていた。襲いかかる男たちを瑛斗と裕斗はひらりとかわすと、次々に倒していった。

　それは、本当にあっという間の出来事だった。

「う、嘘だろ……お前たち……なんでそんなに強いんだ」

　大黒君がわなわなと震えながら、私から離れていく。そして、窓際まで来るとドンッと窓に身体をぶつけた。

　瑛斗と裕斗がズイッと大黒君に詰め寄る。

「知らなかったか？　俺と裕斗は親父の命令で、空手に合気道、そしてマーシャルアーツを習ってるんだ」

「早乙女家は色々と物騒なことが多いからね。誘拐やその他のことに備えて、子供のころから訓練を受けているんだよ」

「俺と裕斗を倒したかったら、戦闘のプロを連れてくるんだな」

「ば、化け物どもめっ！」

「さあ、もういいか？　今度はお前の番だぜ、大黒ぉっ！」

　瑛斗は大黒君を追い詰めていく。両手をバキバキと鳴らしながら、一歩、また一歩と近づく。

　裕斗は私のところに駆け寄ると、拘束されていた腕の縄をほどいてくれた。

「あ、ありがとう……裕斗」

「可哀想に……。手に縄の跡が付いちゃったね」

「なにっ!?　佳乃の綺麗な肌に跡を付けるような真似をするとは、絶対に許せねぇ」

　今まで見たことのないほど瑛斗は怒っているようだった。

「や、やめろっ！　こんなことして俺の親父が黙ってないぞ」

「本当に学習してねぇんだな、お前。早乙女家を敵にするほど、お前の父親はバカじゃないと思うぜ」

「なんだよそれっ！　なんで親父が早乙女を敵にしないと言い切れるんだ」

「それはねぇ、早乙女家が色々な顔を持っているからだよ。お父さんがその気になれば、君の家なんて簡単につぶせるんだよ」

　微笑みながらそう言った裕斗の顔は冷淡だった。大黒君は恐怖に震えながらその場に座り込んだ。

　すると、今度は黒い服にサングラスの男たちが静かに部屋に入ってきた。

「瑛斗さま。裕斗さま」

　私が今まで見たこともない冷たい表情で瑛斗と裕斗がそこに立っている。

「佐伯か？　このバカのことはお前に任せるよ」

「かしこまりました。裕斗さま」

「それから、大黒組にも一応報告を入れておけ。それから、こいつが今後、佳乃にヘンなちょっかいを出さないように釘をさしておけ」

「はい、瑛斗さま」

　佐伯と呼ばれた人は、瑛斗と裕斗に深々と頭を下げた。

「あ、あの……この人は……いったい」

「佳乃は気にしなくていいんだよ。それより、屋敷に帰ろう」

　裕斗が、まだ薬でフラフラする私を抱き上げた。

「ち、ちょっと……裕斗。お、降ろして……一人で歩けるから」

「無理しないでいいよ。足元がフラフラするんでしょ。佳乃が転んで怪我でもしたら大変だからね」

「お、おいっ！　ちょっと待て、裕斗。佳乃を抱っこするのは俺だ。今すぐに代われ」

「嫌だよ。瑛斗は屋敷に戻ってから部屋まで佳乃を抱っこすればいいだろ」

「おっ！　それはいい案だな。それで決まりだ」

　二人は私の意志などおかまいなしに、勝手にさっさと話をまとめてしまった。

「ま、待って二人とも。お父さんが……あそこに……」

「ああ。三浦のおじさんのことも佐伯に任せておけばいいよ」

「そうだな。親父のところに連れていってこってり絞ってもらえばいいんだ」

　瑛斗は意識のないお父さんを冷たい目で見ている。裕斗はお父さんの存在すら、自分の視界から消しているようだった。

「待って……少しだけお父さんと話を……」

　お父さんと話をしたかったけれど……瑛斗と裕斗が許してくれなかった。私は裕斗に抱きかかえられたまま、部屋を後にした。
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　早乙女家の屋敷に戻った時には、すでに日が暮れて外は暗くなっていた。

　おかげで私は、他のメイドや使用人に見られることなく瑛斗に抱きかかえられたまま、自分の部屋へと連れていかれた。

　瑛斗は私をベッドに降ろした後も何も言ってくれなかった。裕斗も屋敷に戻ってからは一言も発していない。

　沈黙に耐えかねたのは私の方だった。

「あの……二人とも……た、助けてくれて……ありがとう」

　やっとのことで、私は言葉を絞り出した。そんな私に瑛斗と裕斗は――。

「佳乃は俺が見張っていないとダメだな。鈍感過ぎる」

　瑛斗は腕を組んでベッドの横に立つと、私を見下ろしてくる。

「そうだね。もう少し、自分がどれだけ魅力的な女の子かってことを分からせてあげないと」

　裕斗は私の隣に腰を下ろすと、頬にソッと手を添えてきた。

　瑛斗も反対側のベッドに腰を下ろすと、裕斗から私を引き離すように肩を掴むと抱きしめてきた。

「あいつに……大黒にヘンなことはされてねぇだろうな？」

「さ、されてないよっ！」

「本当に？　佳乃は薬で眠らされていたんでしょ。覚えていないだけかもしれないよ？」

　裕斗はそう言うと、私の背中をスッと指でなぞった。ゾクゾクとした快感が背筋を駆け抜ける。

「されてないったら。もし、何かされていたら私にだって分かる」

「そうか？　でも、やっぱり心配だ。俺が隅々まで調べてやる」

「あっ！　え、瑛斗っ！」

　瑛斗は私をベッドに押し倒した。そして、ブラウスの中に手を入れてくる。私はそんな瑛斗の手首を掴んだ。

「ち、ちょっと待って！　今日は私……疲れてるの」

　瑛斗の手を拒もうとする私の手を瑛斗が払いのける。それじゃあと、逃げようとする私を今度は裕斗が押さえ付けてくる。

「逃がさないよ。僕も佳乃の身体を調べなきゃと思っていたんだ。大人しく、僕たちの言うことを聞いて」

「やあっ……本当に…今日は……許して」

　私はなんとか二人に思いとどまるようにして欲しいと思った。けれど、瑛斗も裕斗も私の言葉には耳を貸してはくれなかった。

　二人して、私が着ていた服をはぎ取ってしまう。抵抗する間もなく、私は生まれたままの姿にされてしまった。

「佳乃。肘の辺りとわき腹の辺りが少し赤くなってるじゃねぇか」

「あっ……こ、これはきっと、薬をかがされて倒れた時に打ったんだと思う」

　私の身体に痣があることを知った瑛斗がギリリッと奥歯を噛み締めるのが分かった。

「やっぱ、大黒の野郎、もう少し痛めつけておけばよかったぜ」

「暴力はよくないな、瑛斗。心配しなくても、父さんがうまくやってくれるよ」

　二人はそう話をしながらも、私の身体に手を這わせていく。

「あんっ……んんっ……やあっ……だめえっ…そんな…二人で触っちゃ……だめえっ」

「本当に佳乃の声は色っぽいな。それに、佳乃は感じ始めると男を誘う甘い香りを放つんだよなぁ」

「え……な、何言ってるの……瑛斗」

（どういうこと？　男を誘う香りって？　私の身体から、何かおかしな香りが出ているっていうの？）

　私が戸惑うような表情を浮かべると、裕斗が額や頬にキスの雨を降らせながら、

「男を惑わせる香りだよ。その香りをかぐと、佳乃を自分の物にしたくて我慢できなくなるんだ」

「そ、そんな香りが……私から出ているって……いうの？」

「そうだよ。だから、僕と瑛斗は佳乃にヘンな男が寄ってこないようにするの、大変だったんだよ」

「そうだぜ。おかしな目で見てくる男を佳乃に近づけないようにするのは……本当に苦労したぜ」

　瑛斗と裕斗の告白に、私は愕然とした。ずっと、二人が私を守っていてくれたんだということに。

「だから、今まで守ってやった分は佳乃の身体で返してもらうからな」

　瑛斗はそう言うと、紙袋を取り出した。何が入ってるのかと私が紙袋を見ていると、

「これは俺が佳乃のために準備したものだ。きっと、気に入ると思うぜ」

　瑛斗が紙袋の中身をベッドの上に広げる。ガラガラと出てきたのは、大人のおもちゃだった。

「こ、これなに？」

「見て分かるだろ。大人のおもちゃ。今日はこれを使って佳乃を気持ちよくしてやるからな」

「や、やだっ！　そんなこと、しなくていいからぁ」

　嫌々と頭を横に振る私にはお構いなしに、低周波のパットを私の乳首の上に張り付けた。

「瑛斗。それ低周波マッサージ器じゃないのか？」

「ちょっと違うな、裕斗。これは、乳首専用に作られた低周波器なんだ。ほら、こうしてスイッチを入れると……」

「きゃふっ……やあっ…なにこれっ……乳首が……ビリビリして……ああんっ……やだっ……瑛斗…それっ……やめてえっ」

「なっ？　パットの中心に低周波が流れるんだ。それで、乳首を刺激するんだ」

　低周波が乳首の先端を刺激してくる。ビリリッと低周波が流れるたび、敏感な乳首の先がぷるるんっと震える。

「あんっ……ふっああっ…やあっ……なにこれっ…おかしいよぉっ…乳首の先ばかり…刺激されて……ぁあんっ…やだぁっ」

　私はあられもなく、快感に身体を震わせる。不規則な低周波の振動が、余計に快楽をはっきりと押し付けてくるようだった。

「あんっ…んんっ……ふあっ…あっ、あっ、ぁあふんっ」

　甘美な快感に震えながら、私は助けを求めるように瑛斗の腕に縋り付く。そんな私の姿を瑛斗は楽しそうに眺めている。

「なあ、瑛斗。この小さなタコみたいな器具はなんだ？」

　裕斗が手のひらに収まる丸みを帯びた道具を手に取って眺めている。瑛斗はニヤリと笑うと、

「それは、クリトリスに使うんだぜ。最新のオモチャだ。裕斗、試してみろよ」

「そうだね。面白そうだ。佳乃、これ試してみるね」

　そう言うと、裕斗は下半身の方へと移動した。そして私の膝に手を置いて大きく足を開く。

「やあんっ……だめっ……だめっ…そんなもの……使わないでっ」

「ごめんね、佳乃。僕、このおもちゃに興味があるんだ。だから使っちゃうね」

　そう言うと、裕斗は大きく開いた私の両足の中心にある割れ目をこじ開けた。

　そして、タコのようなおもちゃを私の襞と突起に押し当ててきた。それから、小さなボタンを押した途端。

「ひゃふんんっ……やだっ……なにこれっ…吸い付いてくるぅぅっ」

　タコのようなおもちゃが襞と突起を同時に強く吸い上げてきた。目も眩むような快感が背筋を駆け抜ける。

「いやっ…やめてっ…はぁんんっ…だめっ……だめっ…こんなの…だめだよぉっ」

　強烈で甘美な快感に、私はベッドの上で淫らに震える。

　瑛斗と裕斗は、ただ私の腰や首筋、お尻や太ももを撫で上げるだけで、大人のおもちゃで身もだえる私を見ているだけだった。

（こんなの嫌だっ……私だけ……感じて……いやらしく……震える姿を……瑛斗と裕斗に……見られるだけ……なんてっ）

　そう思うと、悔しくて、悲しくて、涙が後から後から溢れて止まらなくってきた。

「ひくっ……ううっ…んくっ…ぁんっ…はぁああんっ…やあっ…もう…許してっ…こんなの…嫌だよっ」

　私が泣いていることを知った瑛斗と裕斗が慌てふためく。

「ど、どうしたんだ、佳乃。そんな泣くほどのことじゃねぇだろ。ちょっとおもちゃを使っただけじゃないか」

「そんなに嫌だった？」

「い、嫌だよ……私だけ……おもちゃで…いやらしく……乱れる姿を…見られるなんて……私のことが……嫌いなら…そう言えば……いいじゃない」

　泣きながらそう言う私に、瑛斗も裕斗も意味が分からないという顔をしていた。

「私のこと……守ってたって言ったけど……本当は……面倒な……女だと……思ってたんでしょ……だから…腹いせに……こんな……イジワルを……」

　涙でぐちゃぐちゃになりながら、やっと言葉を口にすると、

「違う、そんなことねぇよ。佳乃のこと、面倒だなんて思ったことは一度もねえよ」

「そうだよ。僕も瑛斗も……ずっと佳乃のことが好きなんだから。前にもちゃんと言ったでしょ」

　裕斗が子供をあやすように、ヨシヨシと何度も頭を優しく撫でる。

「だって……あれは……私に同情して……言ったんでしょ……お父さんに……捨てられて……かわいそうな……奴だと……思って」

「そんなことあるわけねぇだろ。俺は好きでもない女を抱きたいと思ったことなんてねぇよ」

「そうだよ。同情で佳乃とＳＥＸなんてしないよ」

「ほ、本当に……？」

　私が二人を見つめて尋ねると、二人は大きく頷いた。

「俺も裕斗も本気で佳乃のことが好きだ。だから心配することねぇよ」

「泣かなくてもいいんだよ。ちょっとイタズラが過ぎたけど、今度は僕と瑛斗で佳乃を気持ちよくしてあげるから」

　そう言うと、二人は私の身体から大人のおもちゃを外す。そして、瑛斗が乳首を、裕斗が襞と突起を同時に弄ってきた。

「ゃ、あんっ……んんっ…だめっ……触っちゃ……だめえっ」

　温かい口の中に乳首が含まれ、舌先で先端を突いたり、コロコロと転がされると、甘い痺れで切なくなる。

　中心は裕斗が舌と指で何度も擦り上げる。舌と指が上下するたびに、私の腰が小刻みに震える。

　二人の熱さが私にも伝わってくる。恥ずかしいのに、瑛斗と裕斗の存在を感じるだけで、身体の奥から熱さがこみ上げてくる。

「あふんっ……んぁあっ…はあっ…ああっ…くうんっ…はぁあっ…熱いよぉっ……瑛斗と裕斗が触ったところが……熱くて……んんっ…おかしくなるぅ」

　恥ずかしいのに、二人の前だと私はどんどん乱れてしまう。そんな私を見て、瑛斗が舌なめずりをした。　わざと、私に見えるように舌先で乳首をぺろりと舐め上げる。赤い舌が乳首の形を確かめるように動くのを見るだけで、ドキドキしてくる。

「モノ欲しそうな顔してるな、佳乃。もっといやらしいこと、して欲しいんだろ？」

　そう言って、舌を小刻みに動かしてくる。くすぐったい感覚に身もだえしていると、裕斗が面白そうに私を見ていた。

「やだっ……そんなに……見つめないで……んんっ……恥ずかしいよぉっ」

「どうして？　快感に震える佳乃はとっても綺麗だよ。僕はこのまま、ずっとエッチな佳乃を見ていたいよ」

「ゆ、裕斗ぉっ……そんなこと……言わないで……もっと……恥ずかしくな……なっちゃうでしょ」

「恥ずかしいと、佳乃は感じちゃうんだ。だったら、僕も佳乃を感じさせてあげなくちゃ」

　そう言うと、裕斗は私の秘奥に舌と指を入れてきた。

「ひゃふんんっ……やだっ……そこっ…指と舌……入れちゃ……だめなのにっ」

　温かい舌と指の感触を身体の内側に感じた途端、薔薇色の快感が私の脳裏を支配し始める。

　腰が淫靡に震え、裕斗の舌と指を奥へ導こうと膣壁が収縮を繰り返す。

「あんっ…ふんんっ……きゃふっ…んっ、んっ……ふんんっ…ああっ……奥にっ……指が……入ってきて…んんっ……気持ちいいよぉっ」

　私は思わず叫んでいた。裕斗は長い指を私の中で縦横無尽に動かしていく。膣壁を指で少し引っ掻いた。

　強烈な快感が、全身に広がる。内腿が勝手にピクピクと震える。裕斗が指と舌を動かすたび、淫靡な水音が響く。唾液と蜜液が絡み合い、裕斗の指の動きを助けている。

「はぁああんっ……もう……だめっ…おかしくなるっ……指だけじゃ……やだあっ……お願いっ…裕斗の……熱いのを……私の中に……っ」

「嬉しいなぁ。佳乃が自分から僕を欲しがるなんて。いいよ、いっぱい僕をあげるね」

　裕斗はいったん、私の胎内にあった指と舌を引き抜く。そして、今度は熱く猛るペニスを秘口に押し当ててきた。

「ああんっ……裕斗のがぁっ……私のアソコに……当たって……くんんっ」

「それじゃ、いれるよ。いいね、佳乃」

　裕斗はそう言うと、腰をグイッと進めてきた。膣道を押し広げるように、裕斗の存在感のあるペニスが私の中へと侵入してきた。

「やああんっ……太いのがっ…は、入ってくるうっ……んんっ……あふっ…んんっ……ひゃあああっ」

　裕斗のペニスが私の最深部に到達する。そして、そのまま腰を揺らしてくる。痺れるような甘美な快感が膣内を満たしていく。

「ああんっ……裕斗のがっ……中で…ビクビクって動いて……はああんっ……いいっ……気持ちいいよぉっ」

「僕も……すごく気持ちいい。佳乃のアソコがうねって、僕のモノに絡み付いてくる」

　膣壁をゴリゴリと擦るように刺激しながら、裕斗は腰を回転させてくる。私はもっと大きな快楽を求めて、自分から腰を揺らしてしまう。

　瑛斗は、そんな私と裕斗を見ていたけれど。

「くそっ！　裕斗、気持ちよさそうだなぁ。ああっ、俺も佳乃の中に挿れてぇ」

「ふぅ……。ダメだよ。今回は僕が先に佳乃の中を味わうって決まってるんだから」

「分かってるよ。だから、俺は佳乃のチェリーを可愛がることにする」

　瑛斗が乳首を口に含むと、軽く噛んできた。その甘い刺激にアソコがキュッと窄まる。

「くっ！　瑛斗が乳首を弄ると、佳乃のアソコがキツク窄まって、僕のオチ○ポを締め上げてくる」

「なんだよそれ。じゃあ、俺のやってることは裕斗を気持ちよくしてるだけってことか？」

「そうでも……ないよ。よく見てごらんよ。佳乃も気持ちよさそうに。乳房を震わせているじゃないか」

　裕斗に突き上げられ、瑛斗に乳首を弄られて、私はもうおかしくなるほど、淫らに身体を震わせてしまう。

「確かに気持ちよさそうだ。よし、もっと感じて気持ちよくなれよ、佳乃」

　瑛斗と裕斗が動きをシンクロさせる。裕斗が突き上げると同時に瑛斗が乳首を吸い上げる。

「ひゃふんっ……ああっ……なにこれっ…ああんっ…胸と……アソコが……ジンジン……痺れるぅっ」

　二人同時の攻めに、私はどうしようもなく乱れた。そして裕斗のペニスを外に出ないように締め上げる。

　それでも裕斗は、私の中を探るように腰を回転させてくる。裕斗のペニスの先端が私の右奥を擦りあげた時だった。今までにない強烈な快感に全身が波立つ。

「なるほど。ここが佳乃のイイところなんだ。膣壁がいやらしく僕のオ○ンポに絡み付いてきてるよ」

「あんっ……しゅごいっ……気持ちいいのが……止まらないよぉっ……あふっ……んっ…んっ…ふっああんっ」
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　奥を何度も突かれて、私の思考は快感に飲み込まれている。もう、止めることは出来ない。

　裕斗の突き上げに合わせるように、自分から腰を押し付けていく。肉と肉がぶつかり合う音が響く。

「佳乃。エッチするたびに感度が良くなっていってる。淫乱ちゃんだな」

「違う……それは……裕斗と瑛斗が……私に……エッチなことばっかり…するからっ」

「エッチなこと好きなんでしょ、佳乃は。だから自分から腰を僕に押し付けてきてるんだ」

「はぁああんっ…あんっ…もう…だめっ…アソコが……痺れて…とろとろに……溶けちゃうよぉっ」

「いいよ。溶けちゃっても」

　そう言うと、裕斗は腰の動きを強く、激しくしていく。私の身体は裕斗が突き上げるたびベッドの上で跳ねる。

「あんっ……んんっ……はあっ…やあっ……激しいっ…あふっ…奥ぅ…擦れて……ああんっ…熱くなるぅっ」

「可愛いよ、佳乃。いやらしい穴が僕のモノを締め上げて、離してくれない」

　裕斗は私の腰を抱えなおすと、より深く繋がろうと突き上げてくる。子宮の入口に裕斗のペニスの先端が当たったような気がして、私の身体は大きく震える。

「はああっ……もう…だめっ…私……イクッ…イッちゃうっ…裕斗ので…突かれて…イッちゃうよぉぉっ」

「いいよ。僕と瑛斗にイクときの佳乃をまた見せてっ」

「早く、俺を佳乃の中に挿れさせてくれよ」

　裕斗が一層激しく突き上げてくる。そして、深い一突きが私の子宮を貫くかと思った瞬間。

「ひゃいんっ…だめっ……だめっ…激しいの……私…イ、イクッ…イクッ…イッ……クううぅううううっ!!」

「くっ！　締め付けられるっ！」

　これまでに感じたことのない、大きなエクスタシーが私に訪れる。全身が震え、アソコがキツク窄まる。同時に胎内に裕斗の熱いほとばしりが注がれる。

「ああっ……裕斗の…熱いのがっ……奥まで…入って…くるぅっ」

　ドクドクっと大量の精液が私の子宮に注がれる。裕斗は私を強く抱きしめて、最後の一滴まで中に注ぎ入れた。

「はぁ、はぁ、はぁ……ああんっ…」

「佳乃の中、まだ僕のオチ○ポに絡み付いて、震えてる」

「はぁ……ああんっ…」

　私の胎内に精液を注ぎ終えた裕斗は、私の中からペニスを抜き取った。裕斗のペニスが出ていくのを感じて、腰がふるんと震えた。

「やっと終わったか。裕斗はしつこいんだよ。佳乃、悪いけど俺限界っぽいんだよな」

「えっ？　ま、待って……今挿れたら……だめっ…まだ…だめなのっ」

「ごめん……」

　瑛斗は私に謝ると、一気に最深部まで自分のペニスを挿入してきた。太い暴れ馬のような猛々しい瑛斗のペニスに膣壁を擦られて、私の身体は震え戦く。

「ひゃああっ……あっ、あっ……くっああっ」

　瑛斗は私の感じやすい場所をペニスの先端で擦るようにして突き上げる。それから、腰を渦を巻くようにして動かしてきた。

　感じたことのない官能が頭の芯からつま先へと流れていく。私の身体はまるで陸に打ち上げられた魚のように何度も跳ねる。

「瑛斗……だめっ…そんな風に……動かないでっ……ひぉああんっ……やあっ……溶けちゃうよぉっ！」

「すげえよ、佳乃。アソコがうねって気持ちいいぜ」

　目も眩むような快感に耐え切れず、私は瑛斗の首に手を回して縋り付いた。ぴったりと密着したことで、瑛斗はさらに激しく腰を突き挿れてきた。

「だめっ……だめっ…私……また……イクッ……イッちゃううっ」

「いいぜ。我慢しないでイケよっ」

「やだっ……やだぁっ……アソコが……壊れちゃうよぉっ」

「壊れるもんか。佳乃のココは、気持ちいいって言ってるじゃないか」

　深く、さらに深く腰を突き挿れられ、私の腰はジンジンと痺れるような快感だけを求めて高まっていく。

「ああぁんっ……瑛斗……瑛斗ぉぉっ」

　あまりの気持ちよさに、私は快感にむせびながら腰を振っていた。恥ずかしさも忘れて、高みへと押し上げられる。

「はぁああんっ……もう……もう…だめぇぇえぇっっ」

　絶頂に達するのにそれほど時間はかからなかった。アソコが収縮を繰り返し、瑛斗のペニスを根元から締め上げる。

　エクスタシーを迎えた私とほぼ同時に瑛斗も絶頂へと達した。熱い精液がまたしても私の胎内を満たしていく。

「ああんっ……んっ、んっ…ふぁあんっ」

「二回もイッちゃったな、佳乃。俺もすっげー気持ちよかったぜ」

　オーガズムが続いて、私の身体はもう思うように動かすことが出来なかった。そんな私を裕斗と瑛斗が両方から包み込むように抱きしめる。

「なあ、佳乃。教えてくれよ。俺と裕斗、どっちとのＳＥＸが気持ちよかったんだ？」

「えっ……？」

　朦朧とする意識の中で、瑛斗が聞いてきた。

「僕も知りたいな。僕と瑛斗、どっちが気持ちよかったの？　次にエッチしたいのはどっち？」

　疲れ切った私に瑛斗と裕斗が答えを求めてくる。だけど、私には答えなんて出せない。

「……わ、分からないよ……そんなこと」

「絶対に俺だよな。俺の方が佳乃のこと好きなんだから」

「違うだろ。僕の方に決まってるじゃないか。僕とエッチしているときの方が、佳乃は感じているみたいだったから」

「なんだとっ！　そもそも、裕斗はねちっこいんだよ」

「瑛斗こそ、力任せにすればいいってものじゃないんだよ」

　私を挟んで瑛斗と裕斗が喧嘩を始めた。私は二人の喧嘩を止めるために、瑛斗と裕斗の頬に軽くキスをする。

「…佳乃？」

「今、僕たちにキスした？」

「うん、したよ。二人が私のことすごく思ってくれることが嬉しいの。でも、ごめん……二人のどっちかなんて選べないよ」

　私がそう言うと、瑛斗と裕斗が二人して強く私を抱きしめてくれた。

「いいんだ。今すぐ答えなんて出さなくても」

「そうだぜ。しばらくは三人でエッチしようぜ。それから、必ず俺を選ばせてやるから」

「瑛斗……」

「瑛斗には負けないよ。佳乃、絶対に僕を選ばせてあげるからね」

　瑛斗と裕斗はお互いに私を自分の方に引き寄せようと戦っている。それはまるで、子供のころを思い出すようだった。

（私……瑛斗と裕斗の二人が好きなんだ。こんなに誰かに必要とされることが嬉しいなんて……でも、私が二人を同じくらい好きなことは……まだ秘密にしておこう）

　瑛斗と裕斗の私をめぐっての小さな戦いを見つめる。私は自然と笑顔になった。愛されているという実感を感じながら、私から二人を抱きしめる。

　瑛斗と裕斗が驚いて私を見た。そして、すぐに笑顔になると……私たちは三人で抱き合った。
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